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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君 事務局書記 田  中  義  勝 君 

○議事日程（第２号） 

  平成25年６月13日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第40号から議案第57号まで） 

 日程第２ 

  町政一般質問 

   ８番 北 川 悦 子 

   ６番 藤 井 良 信 

   10番 清 水 文 雄 

   12番 渡 辺   旺 

   ３番 酒 本 昌 博 

   ７番 恩 道 正 博 

   11番 水 口 裕 子 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴席の皆様におかれましては、本会議場

にお越しをいただき、まことにご苦労さまで

ございます。 

 本日は、町政に対する一般質問の日です。 

 議員が質問している際は静粛にしていただ

き、むやみに立ち歩いたり、退席しないよう

お願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席している者は、11日の会議に配付の説

明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議会運営委員会及び特別委員会 

     正副委員長互選結果報告 

○議長【夷藤満君】 次に、先日、議会運営

委員会並びに議会広報対策特別委員会におい

て委員長及び副委員長の互選が行われ、その

結果が議長の手元に来ておりますのでご報告

いたします。 

 議会運営委員会委員長に中川達議員、副委

員長に八田外茂男議員。 

 議会広報対策特別委員会委員長に恩道正博

議員、副委員長に中島利美議員。 

 以上のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第40号

専決処分の承認を求めることについて〔平成

24年度内灘町一般会計補正予算（第７号）〕

から議案第57号財産の取得について〔除雪ド

ーザ １台〕までの18議案を一括して議題と

いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 

○議長【夷藤満君】 各議案に対する提案理
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由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、昨日までに提出議案に対する質疑の

通告がありませんでしたので、質疑なしとし

て質疑を省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第40号専決

処分の承認を求めることについて〔平成24年

度内灘町一般会計補正予算（第７号）〕から

議案第57号財産の取得について〔除雪ドーザ

 １台〕までの18議案については、お手元に

配付してあります議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 なお、継続審査となっております請願第16

号については、付託委員会のほうで審査をお

願いいたします。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第17号ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出を求

める請願、請願第18号「消費税増税の実施中

止」の意見書提出を求める請願、請願第19号

公的年金2.5％削減中止を求める請願書の３

件につきましては、お手元に配付の請願・陳

情文書表のとおり、所管の委員会に付託いた

したいと思いますので審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第２、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 質問時間は１人30分以内とします。５分前

に呼び鈴で合図をいたしますので、ご容赦願

います。 

 発言の際は、挙手にて議長の許可を得てか

ら行ってください。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 議席番号８番、日本共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で行います。 

 傍聴者の皆さん方には、早朝より蒸し暑い

中、傍聴に来ていただきまして、本当にあり

がとうございます。 

 さて、アベノミクスで経済はよくなったの

でしょうか。連日株価の乱高下に注目が集ま

っています。株でもうけているのは１％の金

持ちだけで、ほとんどの国民とは無縁の話で

す。逆に、国民の所得はふえずに、円安によ

る燃料や原材料の高騰で庶民や中小企業は苦

しんでいるのが実態ではないでしょうか。 

 安倍政権になってから10兆円以上の内部留

保がふえています。しかし、賃上げや設備投

資に回さない。内部留保の１％を賃上げに回

すだけで、８割の大企業で月１万円の賃上げ

ができる。非正規雇用でも時給100円以上の賃

上げができます。国民の所得をふやして消費

を活発にし内需をふやすことが景気回復の近

道ではないでしょうか。町の税収もふえてま

いります。 

 さて、今回は３項目の質問をさせていただ

きいと思います。 

 まず１項目めに、障害のある人が地域で安

心して暮らしていくためには、どんな仕組み

づくりが必要でしょうか。 

 昨年４月から自立支援協議会が法定化され

内灘町にも自立支援協議会が立ち上がり、先

日、内灘町自立支援協議会主催の第１回障が

いのある人の生活を考える会がありました。

障害のある人が、住みなれた地域で安心して

生活をしていくために必要なシステムをつく

ることを目的に、３カ月に一度、当事者、家

族、福祉関係者、民生児童委員、ボランティ

ア、行政の方を含め小グループに分かれ、自
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由に話し合うというものです。 

 私も参加してまいりましたが、時間が足り

ないと感じるほどに、利用サービスのこと、

教育のこと、就職のこと、次々と出されまし

た。専門の方がいて解決の道筋が示されたり、

障害のある方の不安を知る上でも大変有意義

でした。それぞれの障害に応じて配慮ある仕

組みがつくられ利用しやすくなれば、どの人

にとっても暮らしやすい社会になると確信で

きる会でもありました。 

 平成17年、介護保険制度の後を追って法制

化された障害者自立支援法は、措置から契約

へと大きく変わりました。介護保険と同じく、

障害区分で受けられる枠組みが決まってきま

す。自立破壊法とまで言われるようになった

自立支援法は、当事者も支援する施設にとっ

ても大変厳しいもので、現在まで見直し、見

直し、見直しがされてきました。 

 そして、ことし４月よりまとめられてきた

障害者総合支援法、大きくどこが変わり、ど

のように受けとめているのでしょうか。まず

は答弁をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 それでは、北川悦子議員ご質問の、障害の

ある人が地域で安心して暮らしていくために、

平成25年４月１日より施行されました障害者

総合支援法をどのように受けとめておるかと

いうご質問にお答えいたします。 

 障害者総合支援法は、障害のある方の地域

社会における共生の実現を求め、障害福祉サ

ービスの充実など、障害者の日常生活及び社

会生活を総合的に支援することを趣旨として、

ことし４月１日に施行されたものでございま

す。 

 法律の内容といたしましては、まず初めに、

法律の題名が、従来の「障害者自立支援法」

から障害者の日常生活及び社会生活を総合的

に支援するための法律、通称「障害者総合支

援法」に改正されております。 

 また、法律の中に基本理念が創設され、全

ての国民が、障害の有無にかかわらず、等し

く基本的人権を有するかけがえのない個人と

して尊重されるものであるといった考え方が

新法の理念として盛り込まれたことにつきま

しては、大変意義あるものと考えております。 

 そのほか、障害者の範囲の見直しが行われ、

難病指定を受けた方々が新たに障害福祉サー

ビス等の対象となることや、重度訪問介護の

対象者が拡大されるなど、障害者総合支援法

の施行に伴い、より多くの方に必要な支援が

できるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 大変意義のある総合

支援法だということで、個々にいろんな点で

変わってきている点があるかと思います。そ

うした点については、それぞれの当事者もし

くは家族の方たちに周知徹底ができるような、

そういう機会を設けてほしいと思います。 

 その中の一つに、相談支援事業が義務づけ

られてきています。介護保険のケアマネの役

目と同じと理解をしておりますが、町はこの

相談事業をどのように進めていこうとしてい

らっしゃるのでしょうか。現在では、相談事

業をしている事業所が内灘町には一つもあり

ません。町民の皆さんの中には、役場へ行け

ばわからないこともいろいろ教えてもらえる

と、そういうふうに期待をしております。 

 町としては、この相談支援事業、どのよう

に考え、どのように進めようとしているのか、

お尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまのご

質問の相談支援事業についてお答えをいたし

ます。 

 ご承知のとおり、平成18年に施行されまし
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た障害者自立支援法並びに今回改正されまし

た障害者総合支援法では、地域の特性や利用

者の状況に応じた事業として地域生活支援事

業が制度化されておりまして、その中の一つ

の事業として相談支援事業が位置づけされて

おります。 

 この事業につきましては、障害に関する各

種の相談や障害のある方への必要な情報提供

を行うとともに、障害福祉サービスの利用な

どについて支援をする事業であります。現在、

その一部について町外事業者に委託している

ところでございます。 

 現状では、町内で相談支援事業を委託でき

る事業者がございません。また、他市町にお

いても、県の指定を受けたこのような事業者

数が尐ないというのが現状でございます。現

在、そのようなことから、障害者ご本人やご

家族の方からの相談につきましては、そのほ

とんどを保健師などの町の担当職員が対応し

ているところでございます。 

 今後、多様化する障害者のニーズに対しま

して迅速かつ的確に対応するためにも相談支

援事業の充実を図ることが急務であるという

ふうに考えておりますので、今後は町内事業

者の育成等に努めてまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 保護者も高齢になっ

てきますと、事業所を選択すること、契約す

ること、大変な仕事になってまいります。特

に町外へ行かなければならないというような

ことになりますと、なかなか相談に行きたく

ても行きづらいというようなことも起きてく

るかと思います。ぜひ町内に相談支援事業者

を育成していただいて、身近で相談できる場

をぜひつくっていくよう努力をしていただき

たいと思います。 

 町民の声としてよく聞かれる言葉の中に、

介護保険にしても、町県民税にしても、取る

ときは年金から天引きをされます。しかし、

サービスを受けるときは自己責任で、申請を

しないと受けられないという利用サービスが

多々あります。一言役場の職員が「こんなサ

ービスが受けられますよ。ご存じですか」と

か「こんな手続をすれば税金も安くなります

よ。便利ですよ」と一言おっしゃっていただ

くだけで、すごく利用サービスなんかも使い

やすく拡大できるんじゃないかなと思われる

面がいろいろとあります。もちろんそういう

ふうに心配りをしてくださる職員の方もいま

す。 

 私も30年ほど前に窓口でこんな経験をしま

した。親が扶養家族にできないけれども、社

会保険には入れることができますよという一

言をおっしゃっていただいたことでとても助

かったという記憶がいまだに残っていて、１

人の機転のきいたそういう応対が、役場の職

員全員が、ああ、すばらしい人たちばかりが

集まっているなというふうに思ってしまうほ

ど、そういうふうにすごくありがたかったな

という記憶があります。 

 経験不足で、機転をきかすことができなく

て応対を終えることももちろんあるかと思い

ます。いろんな経験をしてこないと、こうい

う場合はこんなこともあるんだというような

ことが、書かれたこと以上に秘められている

部分がわからない点があるかと思います。し

かし、そうしたミスも含めて、こんなことを

してしまったというようなことが言えるよう

な職場というようなことで、以前にも一度一

般質問でさせていただきましたけれども、ミ

スも含めて情報を課内で共有して、尐しでも

研修会なども行ったり、情報の共有などをし

ていただいて、質の高い応対、町民の立場に

立った応対をしていっていただきたいなとい

うふうに思っています。 

 関連して、このような点で３点お尋ねした

いと思います。 

 障害のある方が65歳になりますと、保険証
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が後期高齢者医療に切りかわったということ

をお聞きしました。75歳までは選択できるわ

けですが、現在どのような対応をしていらっ

しゃいますか。答弁をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 下村利郎健康推進課長。 

   〔健康推進課長 下村利郎君 登壇〕 

○健康推進課長【下村利郎君】 保険証の件

についてお答えします。 

 後期高齢者医療制度の対象となる方は、75

歳以上の方及び65歳以上75歳未満で一定以上

の障害のある方です。 

 対象となる障害のある方には、65歳になる

１カ月前に後期高齢者医療制度の加入意思確

認についてのお知らせを役場のほうから送付

しております。その後、ご本人またはご家族

の方からご相談があり、後期高齢者医療制度

への加入を希望される場合は後期高齢者医療

障害認定申請書を提出していただき、その後、

65歳の誕生日から後期高齢者医療制度の被保

険者となります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 どちらか選択できる

ということは文書の中に下のほうに書かれて

いたかと思いますが、後期高齢者医療に切り

かわりますよというような意思の確認ですか、

というようなものが送られてくると、もう後

期高齢者医療になるんだというようなふうに

思ってしまわれて、選択できるんだ、どっち

が得なんだろうかというような点で、そこま

で考えられないというような方がいらっしゃ

いまして、65歳になったら障害があっても後

期高齢者に行かなきゃならないんだというふ

うに思っていらっしゃる方もいらっしゃいま

すので、現在、もう尐し丁寧な応対をしてい

らっしゃるんじゃないかなと思うんですが、

どのようなふうにしていらっしゃるんでしょ

うか。 

○議長【夷藤満君】 下村健康推進課長。 

   〔健康推進課長 下村利郎君 登壇〕 

○健康推進課長【下村利郎君】 今の件にお

答えします。 

 対象になる方、65歳から74歳の障害のある

方が65歳になられて自動的に後期高齢者医療

の保険証になるということはございません。

ご本人様が役場のほうへおいでて、後期高齢

者医療障害認定申請書にご自分で必要事項を

記入されまして、判こを押して申請書を提出

していただいた後でなければ保険証が切りか

わることはございません。その際に、役場の

窓口のほうでは、こちらの制度でしたら保険

料が幾らになりますということを金額をお示

しして、有利なほうを選択していただいてい

る現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 じゃ、保険料がどち

らのほうがお得かというようなことで、本人

がどちらでも選べるというようなふうにして

いらっしゃるということですね。わかりまし

た。また今後もそのように、当事者の立場に

立ってよろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、障害者手帳を持っている方で、ほ

のぼの湯の無料利用券対象者の扱いはどのよ

うになっているのでしょうか。お尋ねしたい

と思います。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまのご

質問でございますけれども、ご承知のとおり、

ほのぼの湯につきましては、高齢者及び障害

者の利用の便を図るためにそれぞれ利用証を

交付しております。高齢者につきましては、

65歳、70歳に到達する前にそれぞれの該当者

に利用証を郵送にて送付いたしております。

また、障害のある方で該当する方には、身体

障害者手帳と同時に交付しております。 

 そしてこれにつきましては、時間がたちま

してこれについての制度が周知していないこ

ともございますので、時折私どものほうで周
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知に努めております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 なぜこんな質問をし

たかと申しますと、65歳になりますとほのぼ

の湯の利用証が郵送で送られてきます。とこ

ろが、障害のある人は、ちょうど手帳の切り

かえとかそういうときに当たった人であれば

あたるということですが、10年間別に申請を

しなくてもいいような方ですと、ほのぼの湯

を無料で利用できることも知らないという方

がいらっしゃったりして、やはりこの辺も申

請をしないとあたらないというのは、特に障

害のある人等はなかなか自分でそういうしに

くい点もあるかと思いますので、周知徹底を

図るとともに、１年に１回は窓口を訪れなく

てはならないこともありますので、そういう

ようなときに「ほのぼの湯、利用していらっ

しゃいますか」とか、していらっしゃらない

ような方には声をかけていただいたらうれし

いかと思います。 

 そして、現在身体障害手帳を持っていらっ

しゃる方、２級までというふうになっていま

すね。これをぜひ３級、４級と。内灘町のほ

のぼの湯は大変よい温泉で温まる温泉だとい

うふうに思っていますので、障害のある方が

尐しでも動いたりするのに軽く済むように、

リハビリの面も兼ねて拡大をしていっていた

だきたいと思いますので、ぜひこの点も検討

していただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ただいまのご

質問でございますが、障害者の方のほのぼの

湯のご利用免除の考え方について、障害者の

方につきましてはさまざまな免除制度がござ

いますので、それも含めて、窓口においでた

ときにはお問いかけをするように一同してま

いりたいと思います。お願いします。 

 それから、障害者手帳の１級、２級以外の

方にも利用証の交付という件でございますが、

この件につきましては昨年の12月の定例議会

でもご質問をいただいておりますが、そのと

きも同様のご回答をいたしましたけれども、

町ではほのぼの湯の建てかえをすべく現在検

討をしております。その中で、検討の中で福

祉センターの施設利用のあり方や、それから

障害者福祉全体の中で入浴料金のあり方など

について検討してまいりたいというふうに思

っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 そうですね。12月に

も一般質問させていただきました。これは特

別物をつくるというものとは違いますので、

特にお金が幾らないとできないというような

ことでもないので、喜ばれることですので、

建てかえを待たずにできないかという点で、

もう一度検討していただけないかなというお

願いであります。ぜひ検討していただきたい

と思います。 

 最後に、介護認定者への障害者控除認定書

の交付について、これも以前一般質問をさせ

ていただきました。検討するという、そうい

うご答弁をいただいていますが、申請をしな

くても全員に送付すべきだと思いますが、い

かがでしょうか。この点について答弁をお願

いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長谷川徹介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 障害者控除

認定についてのご質問にお答えいたします。 

 現在内灘町では、要介護認定時における身

体等の状況が障害手帳を有している方と同程

度であると認められる場合に、申請に基づき

障害者控除対象者認定書を送付しております。 

 議員ご指摘の要介護認定を受けている方全

員に認定書を送付できないかという点につき

ましては、対象者の申請手続などの負担軽減
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等を考慮し、平成25年分の申告から対象者全

員に認定書を送付したいと考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 平成25年度分からと

いうことで、実施されるということで、かほ

く市も津幡町も介護認定者全員に送付してい

ると聞いておりますので、ぜひ25年度分から

よろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、手帳所持者の現状と推移について

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 障害者手帳

についてのご質問にお答えいたします。 

 内灘町において障害者手帳を所持している

方は、平成25年４月１日現在、1,221名おいで

になります。そのうち、身体障害者手帳を所

持している方は978名、療育手帳を所持してい

る方は135名、精神障害者保健福祉手帳を所持

している方は108名となっております。 

 総数につきましては、ここ数年横ばいで推

移している状況でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 これだけ医療が進ん

できても障害のある人は横ばいということで

減ってきていません。皆さんとお話をしてい

ると、身内、親戚に障害のある方がいる方が

大変多くなってきています。他人ごとではあ

りません。役場窓口を信頼して頼って足を運

んで相談に来ていることを忘れないで、機転

をきかせた応対を今後もしてほしいなと思っ

ています。もちろん機転をきかせてちゃんと

応対してくださる方もいらっしゃいますが、

皆さんが同じようにサービスを受けられるよ

うに努力のほどよろしくお願いいたしたいと

思います。 

 次の質問に移ります。 

 次は、町立保育所についてお尋ねしたいと

思います。 

 民営化になったのにまた保育所についてか

というようなこともあろうかと思いますが、

町立だった鶴ケ丘保育所、鶴ケ丘東保育所が

民営化となり、ことし４月より鶴が丘保育園

としてスタートしました。鶴が丘保育園には

両保育所の保育児童が集まったわけですから、

新しい保育士さんと新しいお友達となったわ

けですが、子供たちの様子は順調にいってい

るのでしょうか。どの程度把握しているか、

お伺いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部担当

部長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今議員

おっしゃるとおり、25年の４月から、鶴ケ丘

保育所と鶴ケ丘東保育所が一緒になりまして

民営化になりました。お聞きしますと、この

間も拝見したんですけれども、順調に進んで

いるような状態です。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 前いた保育士さんも

何名か残られたのではないかと思います。 

 残された町立保育所は北部と向粟崎保育所、

この２カ所だけになったわけですが、ここで

の保育児童の人数、また保育士の中の正規の

方、嘱託の方、パートの方はどのような構成

になっているのでしょうか。現況をお知らせ

お願いします。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今現在、

町立保育所は２カ所なんですけれども、まず

向粟崎保育所の児童数ということで、０歳児

が７名、１歳児が18名、２歳児が22名、３歳

児が19名、４歳児が36名、５歳児が18名で、

定員160名のところなんですけれども、児童数

は今現在120名になります。 

 また、北部保育所の児童数は、１歳児が３
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名、２歳児が４名、３歳児が９名、４歳児が

６名、５歳児が６名で、定員50名に対しまし

て児童数は28名になります。この２カ所の保

育所を合わせまして、児童数は148名になりま

す。 

 また職員数ということで、職員数は、向粟

崎保育所では、正規保育士が11名、嘱託職員、

調理員も入れますけれども、含めまして５名、

パート職員15名、その他、今現在育児休暇に

入っている職員の代替員としまして派遣の職

員が１名おいでます。 

 一方、北部保育所では、正規保育士が５名、

嘱託職員、調理員を含めまして２名、パート

職員４名で行っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 なぜこんな質問をさ

せていただいたかといいますと、この２年間、

民営化ということで、保育士たちは、これ以

上保育士を減らしてもまたやめなきゃならな

いというようなこともあったりして、民営化

までこの２年、保育士が常時足りない中、頑

張って働いてきたと思います。ところが、向

粟崎保育所では相変わらず、保育士がふえる

と楽しみにしていたのにふえていないと、そ

ういうような声が聞かれます。もちろん、現

在これで十分だというような、計算上はある

かもしれませんが、実態として休んだりとか

何かされたような場合になかなか、日曜の保

育もありますし、保育士の数が足りないとい

うのが実感であります。 

 そういう中で基幹の保育園であるというこ

とになりますと、保育児がまだまだふえてく

る可能性もありますね。そうなってくると、

以前募集したけれども応募がなかったという

ようなことで、ずっと応募がないまま走って

きたような苦い経験があったと思います。 

 こういうようなことが繰り返されないよう

に、きちんと登録保育士さんをつくったり、

いろんなことで足りない部分がすぐ補えるよ

うな状態を今からしていってほしいなという

ことを思います。そうしないと、本当に今ま

で頑張ってきたのに体を悪くしたりとか、働

き続けていたら本当に子供にも影響を及ぼし

てくるかと思います。 

 それから、民営化された保育所はどこも建

物が新しくなって、年々いろんなところに工

夫がされてすばらしくなっています。内灘町

の町立の保育所として残ったところは結構古

くなってはきていますが、基幹保育所として

の責任を背負って働いている保育士さんにな

るわけです。本当に大変だと思います。その

辺のところも酌んでいただいて、保育士の数

をもう尐しふやすということで検討していた

だけないかなと思います。 

 今回は、特に保育所の環境面で３点ばかり

お尋ねしたいと思います。 

 向粟崎保育所のほうは、クーラーを一度に

入れるとブレーカーが落ちるということが起

きていたようですが、ご存じでしたか。その

たびに保育士さんたちが走ってブレーカーを

入れにいくと。また、食堂では、ジャーを使

用しているときもとまってしまうというよう

なことで、おいしいものがちょっと変なふう

になってしまうというようなことが起きてい

ます。ことしはぜひ解決をしてほしいと思う

んですが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今ほど

のクーラーの件なんですが、全クーラーをつ

けるとブレーカーが落ちるということで、そ

れは当初、２年ほど前に全部屋にクーラーを

つけました。そのとき一度二度落ちたんです

けれども、それはもう既に改善をしてありま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 じゃ、一度につけて

も落ちないということですか。「大変よ」っ
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て保育士さんはおっしゃっていましたけれど

も、昨年から大丈夫だったんでしょうか。昨

年も大変だったという話を聞いておりますが。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 保育所

のほうには確認をいたしまして、当初は落ち

たということだったんですけど、今全然落ち

ませんので、よろしくお願いいたします。そ

のやり方によって落ちないということで、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 修繕したんかしてない

かって聞いとるげん。昨年は落ちたって言っ

とるからどうしたんやって。 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 済みま

せん。修繕はしておりません。ブレーカーを

一度にぼんと上げると、これが上がってしま

ってその当時落ちたんですけれども、今、順

次保育士が順番に上げていってますので、当

初落ちたという、それは改善をしております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 クーラーの入れ方に

よっては落ちないということでありますが、

まず第一は、クーラーの入れ方に気を配るよ

りも子供たちの保育に気を配らなければなり

ませんので、「暑いね」、すぐ入れたら、ほ

かの部屋と一緒になってしまったりとかとい

うようなことで同時になって、また走ってブ

レーカーを入れにいかなければならないとい

うことが昨年も起きていたようなので、ぜひ

この点もどうしたらいいのか、修繕する方向

で考えてほしいと思います。いかがでしょう

か。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今現在、

全然落ちるということはありませんので、今

はそういう修繕をするつもりはございません。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 じゃ、落ちることは

ないという保証つきということで、また落ち

たときにはぜひお願いいたします。 

 次に、未満児の部屋の畳を見られましたで

しょうか。前から何度もお願いに上がってい

たんですが、予算がないとかいろんなことで

畳をかえるということはされてきませんでし

た。ひどい状態になっていて、乳児に刺され

ば大変ですし、またズボンにも畳がついてし

まいます。 

 網戸も同じように下のほうが破れていて、

早急に対処してほしいというふうに思ってお

りますが、この２点についてはどうでしょう

か。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今の畳

がえの件と網戸の修繕のことなんですけれど

も、準備を今現在進めていますので、早急に

対応したいと思っています。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひお願いしたいと

思います。 

 子供は町の宝であり、町民を元気にしてく

れます。これからも予算がないからではなく、

ぜいたくな要求をしているわけではないので、

現場をよく見て対処していってほしいと思い

ます。何といっても町の基幹保育所になるわ

けですから、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 最後の質問に移りたいと思います。 

 安心・安全なまちづくりを願って。 

 今回は、のと里山海道直線化、無料化に伴

い、交通の流れが変わってまいりました。特

に内灘湊大橋からのと里山海道までの道路の

交通量が多くなってきています。のと里山海

道からおりた車はスピードも出ており、大変
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危険であります。事故も多発していると聞い

ております。 

 特に千鳥台１丁目から金沢市粟崎町４丁目

に入るところに信号をつけないと、見にくく

大変危険であります。街灯も暗いし改善が必

要だと思いますが、答弁をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問の中で信号機の点について、私からお答え

いたします。 

 のと里山海道が開通しましてから、大いに

利用率が高まっております。 

 ご指摘の幹11号内灘海浜線、金沢市との境

界にある道路でありますけれども、ここも交

通量が増加しているようであります。 

 一方で、他の道路へのまた交通量の変化も

見受けられます。このことから、本町におき

ましては、早期に主要地点におけます交通量

調査を実施したいと考えております。 

 なお、ご指摘の場所の信号機の設置につき

ましては、これまで町から津幡警察署のほう

に信号機の設置を要望している箇所の一つで

あります。 

 今後、交通量調査の結果を踏まえまして、

警察署とも協議して、より安全性を高めてま

いりたいと思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 北川議員の

交差点の照明についてご説明いたしたいと思

います。 

 当該交差点では、現在２本交差点照明が設

置されております。安全がそれでは確保され

ていると認識しております。今後、信号機が

つきまして、より歩行者の安全確保のために

道路照明の増設が必要となりましたら検討し

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 交通量の調査もして

いただけるということで、ぜひお願いしたい

と思います。 

 街灯の点なんですが、その信号のところじ

ゃなくて、信号から下へ向かってのところが

大変暗いんです。四つ角とかそういうところ

は電気はついているんですが、そこまでの間

が一つもないというところなので、ちょっと

夜見ていただいて明るくしていただきたいと

思います。 

 それとあわせて、先日、町会区長会の方た

ちとの懇談会がありました。そういう中で向

粟崎区会長の方からも、緑台２丁目の信号か

ら三治整形外科へ向かうこの道もやはりスピ

ードを出して走る車が多くて大変事故が多い

ということで、きっと上がっているんじゃな

いかと思いますが、こちらのほうにも手押し

の信号なりつけてほしいというような話も上

がっていたと思います。そういう点で一度し

っかり交通量を調査していただいて、周りの

人たちのお話も聞いていただいて、町民の安

心・安全なまちづくりとしてぜひ考慮してい

っていただきたいというふうに思います。 

 その街灯の件を答弁お願いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほど言わ

れました千鳥台１丁目からのと里山海道への

入り口までの区間のことかと思います。その

間約400メートル、周りは現在畑という状況で

ございます。片側２車線の道路ではございま

すが、家並みのない、いわゆる人家連檐
れんたん

地区

ではないということで防犯灯及び道路照明は

設置されていない状況でございます。 

 今後は、北川議員も言われましたように、

夜間の歩行者の利用の状況を見まして道路照

明等の設置について検討してまいりたいと思

います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 交通量もふえてまい
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りましたので、その点からも歩行者を守ると

いう観点でぜひ明るくしていただきたいとい

うことで、私の質問は終わらさせていただき

ます。 

 よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井良信議員。 

   〔６番 藤井良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 本日早朝より傍聴の

皆様方には、まことにご苦労さまでございま

す。 

 議席６番、公明党、藤井良信。 

 平成25年第２回内灘町議会定例会におきま

して一般質問を一問一答方式で行わせていた

だきます。 

 初めに、2006年４月に国会で公明党が提言

し、一貫して推進してきた幼児教育の無償化

でありますが、今月の６日、政府と自民・公

明両党で内閣府の関係閣僚・与党実務者会議

を開き、来年度から無償化対象を限定して、

５歳児から段階的に実施していく方針で一致

したとのことです。次世代への子育て支援策

として、今注目がされているところかと思い

ます。 

 そこで、私のほうからは、前回に引き続き

教育施策についての質問からでございます。 

 まず、新学習指導要領の全面実施が、平成

23年度と24年度からそれぞれ小学校、中学校

で開始されております。新しい学習指導要領

では、「生きる力を育む」という理念のもと、

知識や技能の習得、並びに思考力・判断力・

表現力の育成が求められております。ゆとり

でも詰め込みでもなく、次代を担う子供たち

がこれからの社会において必要な生きる力を

つけるための改訂とのことでございました。 

 そして、生きる力を育むという理念と実現

のためには、教育改革は当然のこととして社

会全体の教育力を高めること、いわば教育の

ための社会構築をここはお訴えをするところ

でございます。 

 そこで、町の教育現場におきましては、現

在、教育基本法の改正から明らかになった教

育理念を踏まえて教育内容の見直しが実施さ

れているところかと思います。 

 そして、今定例会３月に久下新教育長が就

任されてから最初の議会定例会でございます。

教育長の長年教育現場一筋にたたき上げられ

た経験からは、町民の期待も殊さら大きいと

感じているところでございます。 

 そこで初めに、人にとって教育はどういう

意味を持つものなのか。根源的な問いに基づ

く教育理念について日ごろからお感じになっ

ていることなど、教育長のお考えをお聞かせ

ください。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 初めての議会答弁

であります。決意の思いを込めて答えさせて

いただきます。 

 理念についてのご質問ですが、教育とは一

言で言えば、充実した人生を送るために必要

な力、自立の力を身につけさせることである

と考えております。そのために子供たちには、

知恵と確かな学力、規範意識と公共の精神を

しっかりと身につけさせ、人格を磨き、心身

ともに健やかでたくましく育てていく必要が

あると考えております。すなわち、知育・徳

育・体育のバランスのとれた育成を目指すこ

とであります。そのことが将来、社会に貢献

する有為な人材の育成につながると考えてお

ります。 

 また、教育は学校や教育委員会の指導力だ

けでできるものではなく、家庭、地域それぞ

れが役割を果たし、連携機能することが必要

とも認識しております。 

 もちろん、幾ら理想をうたっても絵に描い

た餅では意味をなさないわけで、まずは教育

の基盤づくりとなる学校において「教育は人」

のとおり、先生方が意欲と使命感を持ち、子

供たちの目を輝かせる授業や教育活動をして

いかなければなりません。私自身、その確認
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とさらなる質の向上を求め、時間を見つけて

学校現場に足を運んでおります。今後も教育

実践現場の充実にしっかり目を向けていくこ

ととしております。 

 また、発生する具体の課題につきましては、

各学校と一体となり、スピード感を持って対

処し、信頼される学校づくり、教育委員会づ

くりに邁進する覚悟であります。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 明快な答弁、ありが

とうございます。 

 次に、これまでの画一的な日本の教育制度

では、教育機会の平等や質を均等にしようと

する責任感からか、施策における自治体の独

自性においてはさまざまな制約があり、独自

の裁量範囲は狭いと認識をしております。 

 そのような中でありますけれども、ここで

町として特色を持って取り組まれている教育

施策などありましたらお示しください。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 内灘町の独自性

を持った特色ある取り組みについてのご質問

にお答えいたします。 

 内灘町の特色ある取り組みといたしまして

は、平成22年度から大根布小学校でスタート

したフューチャースクールがあります。これ

はＩＣＴ、いわゆる情報通信技術を利活用し

た全国的に見ても先進的な取り組みであり、

さらに平成24年度からは、町内全小学校にタ

ブレットパソコンを配備し、デジタル教科書

を活用しながらお互いに学び合う協働教育の

実践に取り組んでおります。 

 そのほかにも、全小中学校がユネスコスク

ールの認定を受け環境教育に力を入れるなど、

豊かな心を育み、主体的に学び、たくましく

生きる児童生徒の育成に力を注いでいるとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、ことしの３月

に朝日新聞とベネッセ教育研究開発センター

とでまとめられました全国保護者意識調査で

は、「土曜日に授業をする学校週６日制に賛

成」と答えた人は80.7％であったとの報道で

した。この80.7％の中には「隔週６日制に賛

成」と答えた方の数も含まれますが、いずれ

にしましても、学校週６日制に親の８割が賛

成し、期待の声も寄せられているとのことで

す。 

 ご承知のように、現在の週５日制では、町

の小学校１年生で５時間授業となっており、

小学校４年生からはクラブ活動があることか

ら１日だけ５時間で、あとは全て６時間とな

っております。そして、こういった子供たち

の日々の授業時間数の増加に伴い、教員の研

修や会議、報告作業がふえてきていることな

どから、「教員にゆとりがなくなるようでは

意味がない」との声も聞かれているとのこと

です。 

 そこで、お伺いします。今ほどのアンケー

ト結果から見えてくる保護者意識の実態につ

いて、町はどのようにお感じになるでしょう

か。お考えなどお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 学校週５日制に

対する保護者意識についてどう考えるかにつ

いてお答えいたします。 

 学校週５日制は、子供たちが主体的に使え

る時間をふやし、家庭、地域との連携を深め

ながら、社会体験、自然体験などを通して生

きる力を育むという理念のもとに実施された

ものでございます。 

 学校週６日制に賛同する意見が多いことに

ついては、保護者の学校教育に対する期待と

も捉えられますが、週５日制になった経緯を

考えますと、週末の親子の触れ合いや地域で

の活動時間を持つことも、子供たちがたくま
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しく育っていく上では非常に大切なものであ

ると考えております。 

 教育は、学校と家庭が両輪として機能し、

子供たちの成長をお互いに支え合って成り立

つものだと考えており、週６日制の議論につ

きましては、国や県の動向を注意深く見守っ

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、大阪府箕面市

では、この４月１日から現行５人の教育委員

を６人に増員し、そのうち４人は子育て中の

母親を対象として公募による人選を実施して

おります。文科省によりますと、保護者の教

育委員が３人以上いる自治体は全国で３％程

度であるとのことです。 

 そして箕面市長からは、「委員には頻繁に

授業を見たり保護者と意見交換をしたりして

もらう。子育て世代のママさん目線を生かし

て教育施策に反映させたい」とのコメントも

伝えられております。ここでは地域の実情に

基づいた判断で独自の施策推進に取り組んで

おり、積極性を強く感じているところでござ

います。 

 そこで、お伺いします。こういった取り組

みについて、町ではどのようにお考えでしょ

うか。 

 加えて、子育て世代のママさん目線を生か

して教育委員会制度の質の向上を図っていく

ためには、特に議論の形骸化を防ぐための委

員たちによるチームワークやフットワークが

大事になってくるかと思います。町の現状か

らはどうでしょうか、お示しください。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 議員のご質問に

お答えします。 

 教育委員会につきましては、地域住民の多

様な意向を反映させるという観点から、平成

19年度より保護者の選任が義務づけされてお

ります。本町においても保護者代表の方が１

名選任されております。 

 教育委員には、毎月の定例会、学校への訪

問、各種教育関連行事に出席していただき、

保護者の立場からのさまざまなご意見やご指

導などを町の教育行政に反映し、さらなる教

育行政の充実に努めているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 教育委員会制度にお

きましては前回の定例会でもお聞きをいたし

ましたが、政治的中立性や教育の継続性をし

っかり確保した上で権限と責任を明確にしな

がら機能強化が行われるべきと、ここは強く

思うところでございます。 

 次に、新しい学習指導要領では、平成23年

度から小学校で外国語活動を始めることが前

提の条件となっています。また、政府の教育

再生実行会議は、先月の22日、国際化社会に

おける人材育成について議論し、小学校で英

語を正式教科とすることを柱とした提言案を

大筋で了承をしております。提言素案といた

しましては、現在実施している小学５、６年

での週１回の外国語活動は正式な教科に格上

げがされます。 

 そこで、町小学校での現在の外国語活動に

おける具体的な取り組みについて、ご存じの

方も多いかと思いますが、町民周知のことか

らいま一度実施状況をご説明ください。 

 加えて、英語での正式教科格上げとのこと

からのさらなる取り組みについて、お考えな

どありましたらお示しください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 お答えします。 

 平成23年度改訂された新学習指導要領では、

小学校５、６年生で週１時間の外国語活動が

義務づけられていましたが、内灘町において

は、既に平成19年度から全小学校において外
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国語指導助手、ＡＬＴといいますけれども、

それと英語指導員を配置しまして実施をいた

しております。 

 現在、小学校１、２年生は年間10時間、３、

４年生は20時間、５、６年生は35時間の外国

語活動が既に定着をしているところでありま

す。 

 そしてまた、指導員につきましては外国人

が２名おります。子供たちは早くからネーテ

ィブな発音に触れる機会を持っており、国の

施策に先行して語学教育を推進しているとこ

ろであります。 

 今後は、各学校に配備されておりますＩＣ

Ｔ機器をさらに一層活用をして語学教育のさ

らなる充実を目指したいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 グローバル化が進む

中、子供たちがいずれ社会人となり、就職し

て英語を必要とする企業も尐なくなく、小さ

いときから英会話になじんでいくことの大切

さは今ここで申し上げるまでもありませんが、

一方で、中学校での英語に触れる時間といえ

ば週４時間の英語授業のみかと思います。そ

して日本の教育における英会話力が海外諸国

から比べて大きく立ちおくれている現状があ

ります。 

 「英会話が上達するには、英語をシャワー

のように浴びよう」というキャッチフレーズ

は30年以上も前から言われているところです

が、一方で、学校や地域で子供たちを大きく

育てようと言いながらも、英会話の実践教育

ではなかなか実情は変わってこないように感

じられます。 

 そこで、ことし３月、鳥取県教育委員会は、

中学生の英語力向上対策の一環として、日常

的に英語に触れることができるような場所と

してイングリッシュシャワールームを県内の

５中学校に設置することにしたとのことから、

新年度当初予算計上がされております。 

 このシャワールームでは、気軽に英語を使

って楽しみながら聞き流す空間づくりとして、

あのテレビＣＭから想像もされます。また、

そのほかに、英検二次面接の練習、英語弁論

大会の音読、暗唱、スピーチ指導、また文化

祭での英語劇、英語合唱の指導も行い、指導

者は校内放送で英語コーナーを設けるなど、

さまざまな英語を楽しむ環境をつくっていく

ことも考えているとのことです。いずれにし

ましても、英語が苦手な人にも足を運んでも

らいやすい空間づくりを考えての取り組みか

と思います。 

 そこで、こういったことからの取り組みへ

の町の意欲をお聞きしたいと思いますが、町

のお考えはどうでしょうか。お示しください。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 お答えしたいと思

います。 

 今ほども町の外国語教育につきましては、

小学校での取り組みを紹介いたしました。中

学校においてもＡＬＴ（外国語指導助手）を

１名配置し、今年度からは新たに国際交流員

もそこに加わってもらうということとして、

尐人数授業での英語教育を積極的に進めてお

ります。成果を上げるように取り組んでおり

ます。また、電子黒板を使って映像や音声を

取り入れながら英語教育の活性化にも取り組

んでいるところです。 

 議員ご指摘の英語教育の環境づくりにつき

ましては、内灘町においても平成14年度から

外国語によるスピーチコンテストを開催し、

小学校低学年から中高校生まで多くの児童生

徒が寸劇を披露したり、英語で考えを発表し

たりとさまざまな形で英語に親しむ機会を設

けております。 

 ご質問、ご提案といいますか、イングリッ

シュシャワールームにつきましては、ご紹介

の先進実践校の成果を見きわめ、その結果で
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検討をさせていただきたいと考えております。

なお、英語に限らず学力向上に向けて、教員

の授業力向上にしっかりと取り組んでまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 適切な答弁であった

と思います。 

 次に、同じく学校教育に関連して、昨年の

12月議会一般質問で私のほうからは子供たち

への歌舞伎鑑賞の提案をいたしましたが、こ

こで再度お伺いします。 

 文化芸術立国の実現に向けての施策推進と

のことでございましたが、町からは「今後、

古典芸術に触れることを目的として、さまざ

まな助成制度を活用して実施できないか検討

する」との答弁でございました。 

 その後、ことしの３月に町から国へ補助金

申請をしたとお聞きしていますが、この取り

組みでの進展はどうでしょうか、お尋ねをし

ます。お答えください。 

○議長【夷藤満君】 岩上涼一生涯学習課長。 

   〔生涯学習課長 岩上涼一君 登壇〕 

○生涯学習課長【岩上涼一君】 ただいま藤

井議員ご質問の子供たちへの歌舞伎鑑賞、そ

の後の進展はというご質問についてお答えを

させていただきます。 

 子供たちへの歌舞伎鑑賞事業につきまして

は、議員先ほどお話しされておりました文化

庁のほうへ補助要望をしておりました。この

ほど、その文化庁から内定通知をいただきま

した。 

 今後につきましては、その事業実施に向け

まして、具体的な内容、実施時期等につきま

して、出演者である日本伝統芸能振興会のほ

うと協議をして実施をしてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどは内定をいた

だいたということでございます。期待をして

おりますので、よろしくお願いします。 

 次の質問に移りたいと思います。 

 このたび、これまでの「障害者自立支援法」

が「障害者総合支援法」と名称が改められ、

ことしの４月１日から施行されています。政

府自民・公明両党により、ここは強く推進を

されてきたところでございます。 

 この総合支援法では、難病者も障害者と定

義され、障害福祉サービスが新たに受けられ

るようになっています。 

 そこで、新たに改正された障害者総合支援

法についてどういうものなのかは、今ほど北

川議員への町長からの答弁もありましたので、

私のほうからは、重い障害のある人の訪問介

護はこれまで身障者に限られていたものが、

来年４月から知的精神障害者にも拡大される

とのことです。また、手厚い介護が必要な人

のケアホームを必要度の低い人が入居するグ

ループホームと一元化する予定もあると言わ

れています。 

 従来の自立支援法とどう変わっていくのか、

事務的な処理機能からの一元化なのか、ちょ

っとぴんとこない方もおられると思いますの

で、この辺の考え方についてはどうでしょう

か、ご説明ください。 

○議長【夷藤満君】 長谷川徹介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 重度訪問介

護の対象者拡大とケアホーム、グループホー

ムの一元化についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 初めに、重度訪問介護サービスにつきまし

ては、これまで重度の肢体不自由のある方を

対象としておりましたが、障害者総合支援法

の施行により、重度の知的障害及び精神障害

のある方につきましても、常時総合的な介護

が必要という観点から、平成26年度より重度

訪問介護サービスの対象者として拡大される

ものでございます。 
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 次に、ケアホームとグループホームの一元

化についてお答えいたします。 

 まず初めに、２つのホームの違いについて

でございますが、ケアホームにつきましては、

日常生活において介護が必要な方が入居し、

生活支援員が毎日訪問しながら、食事や入浴

など日常生活の介護を行う施設となります。 

 一方、グループホームにつきましては、障

害の比較的軽い方が入居し、施設職員が定期

的に訪問しながら、食事づくりや健康管理な

どを支援する施設となります。 

 今回、２つの施設の一元化の背景には、障

害者の高齢化や重度化が要因となっており、

グループホーム入居時は身体的な介護を必要

としなかった方が入居後に介護が必要となる

ケースも年々増加しているわけでございます。 

 現在の制度では、介護が必要な方と必要で

ない方を一緒に受け入れる場合は、ケアホー

ム、グループホーム、２つの類型の事業所指

定が必要となります。 

 したがいまして、今回のグループホーム等

の一元化につきましては、利用者の選択肢の

拡大と事務手続の簡素化を図るという観点か

ら、ケアホームをグループホームに一元化し、

グループホームにおいて入浴や食事の介護な

ど日常生活上の援助を行うものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 そこで、障害者総合

支援法が施行されたことで、町のほうで改善

に取り組む事柄などございましたらお示しく

ださい。 

○議長【夷藤満君】 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 障害者総合

支援法施行に伴う町の新たな取り組みについ

てのご質問にお答えいたします。 

 今回施行の障害者総合支援法におきまして

は、障害者に対する支援策といたしまして、

市町村が実施する地域生活支援事業に、新た

に意思疎通支援を行う者の養成事業が追加さ

れております。この養成事業には手話奉仕員

の養成等がありますが、内灘町におきまして

は、法施行に先駆け、平成24年度から手話奉

仕員の養成講座に取り組んでいるところでご

ざいます。そのほか、障害者に対する理解を

深めるための研修等につきましても、制度上、

新たな事業として追加されております。 

 町では、先般、「障がいのある人の生活を

考える会」という自立支援協議会の専門部会

を立ち上げまして、障害のある方、またその

家族、関係事業者など約50名の方の参加をい

ただき、地域における課題等について意見交

換を行うなど障害者の支援拡大に努めている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、高齢者の医療、

介護基盤整備との観点からお伺いします。 

 公明党は、これまでも認知症の早期診断や

地域ケアの充実を政府の中でお訴えをしてき

たところでございます。特に看護職員などの

専門チームが同病者と家族に対して自立生活

のサポートを行うモデル事業への予算盛り込

みなど、施策の推進が実施されております。 

 また、町でも先月20日に、内灘町と金沢医

科大学との介護サポーター養成講座が町役場

で女性９人の参加で始まりました。今後は、

要介護とならないための声かけ訪問ボランテ

ィアを育成するとのことが北國新聞石川北版

にも紹介されておりました。高齢化社会に対

応できる地域力の向上とのことからは見逃し

てはならないところでございます。 

 そこでお伺いしますが、この介護サポータ

ー養成講座取り組みでの今後の計画内容、趣

旨などについて、町のお考えなどご説明くだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 北雅夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 介護予防サポ
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ーター養成講座についてのご質問にお答えい

たします。 

 近年、高齢化が急速に進む中、高齢者みず

からが積極的に健康づくりや介護予防に取り

組むことが大切であります。また、地域にお

いては、高齢者への見守り等の支援が必要で

あります。 

 今回の事業は、金沢医科大学さんと内灘町

が連携いたしまして平成25年度からの２カ年

事業として取り組み、介護予防の知識の普及

やひとり暮らしの高齢者等への声かけ、見守

りを行う介護予防サポーターを養成するもの

でございます。 

 ご質問にもありましたが、先般、サポータ

ー養成講座を開講いたしまして、町内から９

名の方にご参加をいただいております。参加

者は、今後、金沢医科大学の先生から、高齢

者の生活リズムや健康との関連など基礎的な

知識等について講義を受けた後、８月から12

月にかけまして訪問活動を実践するという予

定になっております。 

 町といたしましては、今回の声かけ訪問を

通しまして、高齢者の身体的、心理的、さら

には社会的健康への影響等について検証し、

介護予防事業のさらなる推進と介護予防サポ

ーターの拡大につながることを期待している

というところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどに加えまして、

介護基盤整備における地域力の向上という観

点からは、訪問ボランティアの育成など地域

での広がりもまた大事になってくるかと思い

ます。 

 そこで、この点からの今後の具体的な展開

はどのようにお考えでしょうか、お聞かせく

ださい。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 訪問ボランテ

ィアについてのご質問でございますが、内灘

町は高齢化の進展に伴いまして、平成25年４

月に高齢化率が21％を超え、いわゆる超高齢

社会という状況に至っております。 

 このような中、高齢者の方が安心してご自

宅で生活ができるよう、地域で高齢者を見守

り支え合うネットワークづくりの推進が必要

であるというふうに考えております。 

 今回の事業は、地域の老人クラブが主体と

なって取り組むものでありまして、75歳以上

のひとり暮らしの高齢者のお宅を週一、二回

程度訪問し、さりげない声かけを通して安否

確認を行うものでございます。また、孤立し

がちな高齢者に対しましては話し相手になる

などコミュニケーションによる地域の支援体

制の推進を図るとともに、地域の見守りマッ

プを作成するなど、災害時などにおける支援

体制の整備にもつなげてまいりたいというふ

うに考えております。 

 なお、今年度の実施地区といたしましては、

高齢化率が比較的高い鶴ケ丘４丁目、５丁目

をモデル地区に指定し実施したいと考えてお

ります。 

 今後、事業の成果等を検証しながら、町内

全地区で取り組んでまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、今ほどの介護

支援とも関連しますけれども、ひきこもりの

自立支援についてお伺いします。 

 厚生労働省は、2013年からひきこもりサポ

ーターを養成、派遣する事業を始めるとのこ

とでございます。サポーターは地方自治体に

よる募集が想定されます。また、本人や家族

が悩みを抱え込んでしまいがちで、多様な相

談に対応できていないことが指摘もされてお

ります。 

 町でも子供たちを含め、かなりのひきこも

りが想定されておりますが、町の対応につい
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ては現在どのようにお考えでしょうか、お示

しください。 

○議長【夷藤満君】 北町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 北雅夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【北雅夫君】 ひきこもりの

件につきまして、国は都道府県等に従来から

ひきこもり支援センターを設置するように指

導しております。この機関において、今年度

からひきこもりサポーターの養成と派遣事業

を開始するということでございます。 

 しかしながら、現在、石川県ではこのひき

こもり支援センターが正式な形では設置され

ておりません。今後は、県からこのひきこも

りサポーター養成等の情報がございましたら

ば、町として積極的に取り組んでまいりたい

というふうに考えております。 

 さて、町では、社会参加しにくい方々に対

する対応は重要なものと考え、ひとり暮らし

の高齢者や障害のある方などにつきましては、

先ほどからお答えしたような訪問事業や各種

のサポーター事業を実施しておるところでご

ざいます。 

 また、ひきこもり傾向にある不登校児童生

徒に対しては、学校やスクールカウンセラー

が連携協力しながら、訪問相談など学校復帰

へとつなげる継続的な指導、支援を実施して

おります。 

 さらに、昨年度から進めています地域福祉

計画策定の中で、地域住民がお互いに支え合

い見守り合うネットワークづくりの必要性に

ついても活発なご議論をいただいているとこ

ろでございます。このネットワークの構築が

実現いたしますと、今後のひきこもり等の早

期発見や対応策としても有効なものとなるん

ではないかというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 次に、関連しますけ

れども、東京大学のコミュニティ研究グルー

プによる実証研究についてお伺いします。 

 地域力向上とのことから３カ年計画で開始

された実証研究ですが、１年目を終え、まず

どのような成果が報告されていますか、明ら

かにしてください。 

 また、今年度は２年目ですけれども、具体

的にどのような主眼のもと研究が進められよ

うとしているのか、取り組み課題など町で掌

握をしているところをお伝えください。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 藤井議員のご質

問にお答えいたします。 

 ご質問の東京大学との共同研究につきまし

ては、１年目は各地区の実情調査であり、全

17地区の公民館を訪問し、成り立ち、組織体

制、活動の現状や課題について調査研究を行

っております。研究報告書につきましては、

現在、東京大学で作成中でございます。 

 ２年目につきましては、報告書の内容を検

証し、共同研究の継続が必要と判断した場合

には、公民館を核とした地域の活性化を図る

ため、東京大学と協議し、具体的な実証研究

として３地区程度の公民館を選定し、対象地

区の公民館活動に東京大学研究チームも参加

していただき、地区の方々との活動の中で提

案等具体的な助言をしていただきたいと考え

ているものでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 実際何を研究されよ

うとしているのか、その辺がいま一つわから

んのですよ。 

 東京大学研究グループからの自由な発想か

らの取り組みの姿勢というのは尊重もされな

ければならないと強く思うところでございま

す。また、踏み込んでもならない領域もあろ

うかと思いますけれども。 

 そして、ひきこもり自立支援については、

先ほどお話ししましたけれども、地域でのコ

ミュニティ力をどうアップさせるかが地域貢
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献の大きな鍵となっているわけでございます。 

 それぞれ共通の課題を抱えているわけです

が、そこで２年目となった実証研究の課題と

して、東京大学の課題として「ひきこもり自

立支援」をテーマに地域の方々と東大研究グ

ループの方々とで実証研究に取り組んでみる

というようなことも一つはあるわけでござい

ます。 

 そこで、町からこういったことの要望、要

請をしていくことがあってもいいように思い

ますけれども、町のお考えをお聞かせくださ

い。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 ただいまのご質

問にお答えいたします。 

 議員ご提案のひきこもり自立支援につきま

しては大変重要なものであると考えておりま

すが、この東京大学との共同研究事業は、公

民館活動を活性化させ、地域力の向上を目指

すもので、この共同研究により世代間交流な

どが深まり、地域力が高まることによってひ

きこもり自立支援にも今後つながっていくも

のと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ちょっといま一つは

っきり、何かわからなかったんですね。 

 町から要請していくことはないということ

なんでしょうか。ちょっとお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 現在の東京大学

との研究の中では、あくまでも地域の公民館

における地域力の拡大、それに伴って拡大す

ることにより、さまざまな地域のコミュニテ

ィとか地域の交流が促進されます。そういう

ことをどのように全体的な大きな流れの中で

捉え、それがひいては、今議員お話しされま

したひきこもりの自立支援ということで、各

地区公民館にさまざまな方が集まられ、いろ

んな情報を交流し合う。そういったことがひ

いてはつながっていくという考えを持ってお

りますので、現段階では、あくまでも東京大

学については、現状の公民館の課題や組織の

内容、そういったイベント内容につきまして

もいろいろなことで取り組んだ上で地域力を

高めていこうということで今現状では考えて

おりますので、議員ご提案の「ひきこもり自

立支援」というテーマでの取り組みは今のと

ころは難しい点もあるのかなというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 町の地域力の向上と

いうのは、本来、ひきこもりの方々も含めて

の活性化であるというふうに私は理解をする

わけでございます。 

 県の取り組みが、今ほども進んでいないと

か、いろんなややこしい話をたくさんお聞き

したわけですけれども、もう私には要請をで

きない、要請していかないということのへ理

屈というんですか、それにしか聞こえてこな

いわけでございます。 

 できる範囲内で町執行部から積極的に議論

を投げかけていくということは大事だと思う

んですね。どんな発想が出てくるかもわから

ないし、議会からこういう要望が出ています

よということを一言言ってもらえるだけでい

いわけですから、自分のところでできないと

決めてしまうというのは、これは愚かなこと

ではないかというふうに感じるわけでござい

ます。 

 最後に、次世代政策ということから若者支

援についてお伺いします。 

 ここで若者と言ったときの対象年齢は明確

ではありませんが、高校を卒業してから40歳

までというのが政府の青年向け施策とも整合

性がとれるのではないかと思います。 

 そこで、安倍総理は、このほど官邸に若者・



 －32－ 

女性活躍推進フォーラムを発足させ、５月末

から６月中旪をめどに雇用や格差是正、ワー

クライフバランスなどに関する施策を取りま

とめ、新政権の成長戦略に取り組んでいくと

のことです。 

 公明党としても、新たに「国のカタチ」「雇

用・新しい福祉」「平和・外交」の３分野で

議論を進めております。そして人口減尐や社

会全体が高齢化する中、有権者に占める青年

比率は相対的に減尐化傾向にあり、若者の投

票率が低い水準で推移し、民主主義の高齢化

が懸念をされております。 

 地域経済の再生を推進する上で、いかに若

者の声を政治に反映し、若者を将来の国づく

りの中心に据えるか。そのためにも早期に18

歳選挙権を実現し、若者の政治参加を加速す

べきというふうに思いますが、国での法改正

が待たれております。 

 言うまでもなく、次世代を担う若者世代が

安心して生きがいを持って働くことができる

環境をつくっていくことは極めて大事であり

ます。そして今政府が進めているワークライ

フバランスの推進では、単に仕事以外の生活

の充実を目指すものではなく、家庭生活、地

域生活、自己啓発などを充実させて、国民の

生活全体のバランスをよくしていくことによ

り仕事の充実を図ろうとするものであると言

われております。一般企業や医療分野での取

り組みの負担のみならず、行政的立場からも

働きやすい環境整備での施策が推進されるべ

きかと思います。 

 加えて、最近は子供が被害となる犯罪が多

発をしております。子供の居所不明は全国で

976件を数えています。これらも親が精神的に

追い詰められて引き起こされる例が多いとお

聞きをしております。 

 そこで最後に、これで15問目の質問になり

ますけれども、将来の日本を担う子供たちを

十分な環境で育てるためにも、若者を中心と

するワークライフバランスの推進は極めて大

事なところかと思います。町の取り組みでの

さらなるお考えをお聞きしたいと思いますが

いかがでしょうか、お示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 藤井議員ご質問の次

世代若者支援についてお答えをいたします。 

 近年、若者世代を取り巻く働く環境は大変

厳しいものとなっております。このことが、

働く若者の将来への不安や豊かさが実感でき

ない大きな要因となり、社会の活力低下や尐

子化、人口減尐を引き起こしていると言われ

ております。 

 そこで、国においては、ワークライフバラ

ンスを推進するため、平成19年12月、「仕事

と生活の調和憲章」を策定し、国民一人一人

がやりがいや充実感を感じながら働くととも

に、家庭生活や地域生活などにおいても、人

生の各段階に応じた多様な働き方、生き方が

選択・実現できる社会の構築を目指しており

ます。 

 私といたしましても、藤井議員が言われま

す次世代を担う若者世代が安心して生きがい

を持って働くことができる環境をつくってい

くことが極めてこれから大事なことであると

認識をしております。 

 内灘町では、平成19年３月、内灘町男女共

同参画推進行動計画を策定し、いち早く仕事

と家庭の調和の支援を重点課題として、それ

に向けた取り組みを現在実施しております。 

 若者世代の多様な働き方に応じた各種育児

支援や、仕事と家庭の両立に関する意識啓発

の推進、自立に向けた支援策などを充実する

ほか、子育て支援センターのさらなる活用や、

若者や家族連れが集え楽しめる総合公園の拡

充など、家庭や職場、地域で心豊かな調和の

ある生活ができるまちづくりを進めるととも

に、関係機関ともより一層連携を図り、ワー

クライフバランスの推進に今後力強く努めて

まいります。 
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 よろしくお願いいたします。 

○６番【藤井良信君】 以上です。 

 終わります。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 議会会派、社民クラ

ブの清水でございます。 

 午前中最後の質問になるというふうに思い

ますけれども、よろしくお願いをしたいと思

います。 

 まず、質問に入る前に一言申し上げたいと

いうふうに思います。 

 それは、町長の提案理由の説明にもありま

した町政運営についてでございます。これを

お聞きして心配をするところもございます。

機構改革のあり方でございます。まちづくり

政策部を廃止をして、財政、行革、公聴広報、

統計などを総務にと。その一方で、都市整備

部に企画政策、そして広域行政などを所管さ

せるという、そういう内容のものでございま

した。 

 私から見させていただきますと、このよう

な発想というのは、つまり、都市整備部に企

画政策を持っていくということは、開発重視、

ハード事業を重視した運営になっていく危険

性があるんではないかな。部制を廃止すると

いうのが町長の姿勢でございますから過渡的

なものだというふうに思いますけれども、こ

ういう発想というのは、ある意味では一昔前

の考え方であるというふうに言わざるを得な

いというふうに思っております。そういう意

味では逆戻りをしてはならないなという思い

が私にはございます。 

 私は14年前に、ハード事業の重視から、そ

んな町政からソフト事業を重視した、ハード

からソフトへと。時代の流れも今そういう状

況に至っているわけでございまして、そのこ

とを訴えて、町政改革を議会からということ

で、そのことを私の議員の理念としてこの間

進めているわけでございます。したがって、

そういう今の、これは国もそうなんですけれ

ども、時代の流れ、ソフト事業重視からハー

ド重視という町政運営にならないように、私

は議員の立場として、これからもしっかりチ

ェックをして提言を申し上げさせていただき

たいというふうに考えております。 

 この点につきましては、行革の課題も含め

て９月議会でやらせていただきたいと、こう

いうふうに思いますので、よろしくお願いを

いたします。 

 まず、そのことを表明をいたしまして、質

問に入らせていただきます。 

 質問のまず最初は、のと里山海道、北部イ

ンター建設などの今後の町のあり方、まちづ

くりを決定する開発の進め方について質問を

させていただきます。 

 ご存じのとおり、現在ある都市計画マスタ

ープラン、これは1999年（平成11年）に作成

をされているということでございまして、こ

のマスタープラン、早く見直しをしないと時

代の流れについていけないということを、こ

の間、私もあらゆる場所で言わせていただい

ているところでございます。平成22年９月議

会で、当時、アウトレットモールの企業誘致

に関する質問の中でも、都市計画マスタープ

ランの見直しと整備を図る必要があるんでは

ないかということで質問をしてきましたし、

ここ最近も、一般質問の場でも全協の場でも

都市マスタープラン、早く作成をすべきだと

いうことで申し上げてきました。 

 策定委員会が2010年（平成22年）の２月１

日に第１回、５月に第２回、７月に第３回と

2012年10月に第４回が開催をされているわけ

でございまして、そういう意味ではこのマス

タープランが、策定委員会も設けてこの間も

進めていたわけでございますけれども、なか

なかスムーズに策定が進んでいないという、

そういう現状があるわけでございまして、そ

の中には北部インターの問題もございますし、

さまざまな課題があったわけでございます。 
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 それを、町長、長く三十数年間職員として

行政側に、執行部側にいらして、とりわけ部

長職、幹部職員としてもいらっしゃったとい

うことからすれば、この都市計画マスタープ

ランの策定の過程に対するその認識、今どの

ように持っていらっしゃるのか、まずお聞き

をしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水文雄議員ご質問

の都市計画マスタープランがスムーズに進ま

なかった原因についてどのように私が認識し

ているかというご質問にお答えいたします。 

 都市計画マスタープランは、町の20年先を

見据えた今後10年間の町の基本構想及び都市

計画区域の整備、開発及び保全の方針を定め

ていくものであり、内灘町のまちづくりを進

めて行く上で非常に重要な指針であります。 

 このため、平成10年度に策定しました都市

計画マスタープランについて、平成21年度か

ら、部内や都市計画マスタープラン策定委員

会において見直ししたものについて協議を重

ねてまいりました。 

 国の都市計画運用指針では、都市計画道路

網については、都市計画決定後20年以上整備

未着手路線を抽出し、再検討するよう示され

ております。町では、昭和47年ごろから多く

の道路計画を都市計画決定したことから、こ

の指針に基づき見直しを行ったところでござ

います。 

 これまで協議がスムーズに進んでいない要

因といたしましては、取りまとめた素案の評

価内容と策定委員の方々の意見に開きがあっ

たことから、すり合わせに不測の時間を要し

たものと私は認識をしております。 

 策定委員会での意見を踏まえ、町では再度

県と調整協議を行っている現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほど答弁で、策定

委員会の中にそれぞれの開発、策定に対する

意見の違いというもの、そういうものが大き

かったというふうに町長は認識をされている

ということでございますが、その策定委員会

の任期というのは、町長に報告する日までと

いうふうに現在なっているはずでございます。 

 そういう意味からすれば、私は、この間４

回にわたって策定委員会の中でいろいろ審議

をしてきたその案件、今町長も言われました

けれども、いろいろな意見の違いというのは、

それは人間ですから当然いろいろな立場もろ

もろあって議論があるわけでございますが、

その策定委員会のこれまでの審議というのを

私は尊重していくべきだというふうに思うわ

けでございますが、町長はその任期をどうい

うふうに考えているのかということと、これ

までの策定委員会の中での審議の中身をどの

ように取り扱っていくのか、お聞かせ願いた

いと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水議員のご質問に

お答えいたします。 

 最初に、任期ということですけれども、こ

れ任期はもう町長に報告するまでと決まって

おりますので、私はこれについては特段意見

はございません。そのままでいいんではない

かなと思っております。 

 また、策定委員会が積み重ねた審議内容等

について尊重すべきだということでございま

すが、私としましても、これまで策定委員の

皆様と協議を重ねてきた意見を真摯に受けと

め、現在、見直し評価内容について、再度、

県及び内部で検討を行っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 策定委員、意見を尊

重していくということで任期はそのままとい

うことでございますが、それならば、策定委
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員会から答申を受けて都市計画マスタープラ

ンの議会への提出というのはいつの時期をめ

どにしているのか、お聞かせを願いたいと思

います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 都市計画マ

スタープランの議会への提出時期というご質

問でございますが、都市計画マスタープラン

の議会への提出時期でございますけど、平成

25年第１回定例会で生田議員にもお答えしま

したように、「これまで協議してきました都

市計画マスタープランの内容に加えまして、

北部地区における道路網計画や既成市街地整

備計画などを織り込んだもので、もう尐し時

間をかけて検討したいと考えております」と

いうお答えをいたしました。 

 今後の流れをまず申しますと、マスタープ

ランの素案が策定委員会で了承を得られまし

たら、素案についてパブリックコメントを聴

取し、また住民説明会を行い意見を伺うもの

でございます。その後、住民の意見を整理し

たものを町都市計画審議会で審議していただ

き、最終的にマスタープランを決定するもの

でございます。 

 なお、途中経過についても議会の皆様に報

告しながら進めてまいりますが、町都市計画

審議会での決定がありましたら速やかに議会

へ提出したいと考えております。 

 したがいまして、素案については策定委員

会からの了承を年度内と考えており、その後

パブリックコメントや住民説明会に日数を要

することから、町都市計画審議会の審議結果

報告につきましては26年度中をめどに考えた

いと思っております。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 来年度中に提出をす

るという解釈でよろしいですか。はい。 

 今ほど部長の答弁の中でもございましたけ

れども、都市計画マスタープランの策定に当

たっては、必ず住民の意見を反映させるため

に必要な措置を講ずるものというふうに、ご

存じのとおりなされているわけでございまし

て、まちづくりという観点から、今パブリッ

クコメントとか住民説明会というふうに言わ

れましたけれども、私はそれだけでは不十分

だというふうに考えているわけでございまし

て、まだ考えられる方法というのは、どのよ

うな方法があるのか。 

 ３月議会の生田議員の質問の中でその北部

開発については北部開発推進協ですか、そこ

とも協議していきたいという町長答弁があっ

たんですが、私はそれだけでは不十分だとい

うふうに認識をいたしております。 

 もっと広く住民の意見を入れてマスタープ

ランに反映をさせていくべきだというふうに

考えるんですが、その考えはないのか、お聞

きをしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 都市計画マ

スタープランの意見聴取につきましては、各

自治体独自でさまざまな取り組みを行ってお

ります。 

 本町といたしましては、策定委員会でまと

まりました素案について、まず町のホームペ

ージで公表しましてパブリックコメントを求

める。そしてまた住民説明会を開催しまして

都市計画マスタープランの改正内容について

住民説明会を行い、その中で皆様方から意見

を聴取したいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 それはその前の答弁

の中にございましたんで、私が今質問してい

るのは、もっと広く検討していく考えがある

のかと。 

 ６月７日に、町会区長会と議会との懇談会

が開催をされました。その中でもやっぱり都

市マスタープラン、これはまちづくりにかか

わることだから、これからの内灘町のあり方
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をやっていく意味では、その中身とその進め

方についてきちっとやっていくべきだという、

そんな意見が出ているわけでございまして、

ぜひともそれぞれの自治体、創意工夫をして

住民の意見を吸い上げる。そして住民参加の

もとにまちづくりを進めていくということを

やっているわけでございますから、ぜひとも

広く町民の意見を聞くという立場に立って、

そうしたあり方を検討していただきたいと思

いますが、その点についてどうですか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 広く意見を

ということでございますが、現在、内灘町マ

スタープラン策定委員会の委員のメンバー構

成を申しますと、学識経験者としまして、大

学の教授、また金沢医科大学の教授、そして

各団体の代表の方ということで、町会区長会

の代表の方、商工会の代表の方、農業委員会

の代表の方、連合女性会の代表の方、北部開

発促進協議会の代表の方、あと行政機関とい

うことで、県の都市計画課長及び町の部長、

もう一人、公募の方１名ということで、この

マスタープランの策定委員会のメンバーにつ

きましては、あらゆる各層から抽出し、あら

ゆる視点で議論をいただいているという認識

をいたしております。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 部長、その策定委員

会はそういうメンバーでやりなさいというこ

とでなっているから、各団体、住民の代表な

りそういうものが入っているのは、それは当

たり前なんですよ。私が聞いているのは、そ

の出てきたものに対してもっと広く、説明会

というやり方もいろいろな方法があると思う

んです。そういう意味では、やっぱり町民の

意見を直接聞いたりする、そんな場をぜひと

も設けていただきたい。 

 これ、町長、答えていただけないですか。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水議員のご質問に

お答えいたします。 

 パブリックコメントといいますと、これは

住民の皆様、一般の皆様のご意見をお伺いす

るというのがパブリックコメントでございま

す。それでまた住民説明会も開催するという

ことでございますので、この以外に何がある

んかと、私は今のところ不思議に思っており

ます。あれば教えていただきたいなと思って

おります。一度私としても検討したいと、そ

のような考えでございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 町長の今の答弁聞い

て大変残念に思うんですが、やっぱり行政か

ら見ればそういういわゆる既成の説明会なり

パブリックコメントなり、そういうもので済

むという発想になってしまうのかなというふ

うに思うんですが、パブリックコメントにし

ても、それはネットか何かで募集する、そん

な手法をこの間とられているはずですよね。

それではなかなか意見の集約なんかも不十分

なんではないかな。説明会にしても、それは

各地区でそれぞれ開くとか、そういうものも

含めて考えていただけないですか。「説明会

をやりますよ。町民ホールでやりますよ。集

まってください」、多分そういう発想だろう

と私は勝手に解釈しておるんですけれども、

それでは不十分だよということを申し上げて

いるんで、もっと細やかに町民の意見を聞く

べきだという、そういう姿勢があるのかどう

か、町長、再度お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 清水議員のご質問に

お答えいたします。 

 私は、先ほど言ったとおりでございます。

住民説明会、これは私はきめ細やかに地区で

説明をしたいと思っております。 

 また、昨年ですか、ありましたメガソーラ
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ー、あのような事後説明に至らないように、

私は事前にきっちりと説明をしたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 何かメガソーラーの

例えも出てきて全く関係がないというふうに

思うんですが、各地区で住民の意見を尊重し

ていくということが示されましたので、ぜひ

とも細やかに、そして住民の意見を吸い上げ

る、そんな姿勢を貫いて開催をしていただき

たいというふうに思います。 

 この項目の最後ですけれども、北部地区イ

ンターチェンジ、最初町が提案していた直線

化とあわせて安価での料金所フルインター化

と、もう一つは白帄台中央フルインターが実

現をできなかったということがこれまでの経

過でございます。 

 今後、この北部インターの建設が本当に町

全体のプラスになるのか。利便性だけで本当

にそのインターが必要なのか。北部開発計画

ビジョンも今の議会の予算に組んであるわけ

ですけれども、それもまだ明らかになってい

ない。そんな中で本当にこういう疑問が多く

あるわけでございまして、そういう意味では

その必要性について説得力が足りない、そん

なふうに私は考えるわけでございます。 

 北部インター建設というのが先にありきで

はなくて、一度白紙撤回をして、これも広く

町民の意見を聞くことが必要というふうに考

えますけれども、その考えについて町の見解

をお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 北部地区か

ら金沢方面へのアクセスが可能になりました

ら、白帄台地区を含む北部地区から金沢方面

への利便性が向上し、通勤や買い物への時間

が短縮されるなどの利点から、地域の方々の

交通の利便を図るとともに、広域からの誘客

促進や定住促進につながるものと考えており

ます。 

 また、現在整備を進めております内灘町総

合公園サッカー場や体育館など運動施設の整

備を進めることで、北部地区のみならず、内

灘町全体の交流人口の増加や魅力発信が推進

されるものと思われます。 

 そういったことから、権現森公園や小濱神

社社址、着弾地観測所など豊かな自然や歴史

遺産などもあわせ、町の魅力発信や活性化を

図る上で北部地区のインター整備につきまし

ては、通勤の利便性だけではなく、町の魅力

発信や活性化を図る上でインター整備は重要

なものと考えております。 

 また、町南部地区においてはおおむね都市

基盤整備がなされたことから、町の南北格差

是正の上からも北部地区において道路網や農

業基盤整備を図り、町の均衡ある発展のため

にも北部地区インター整備につきましては重

要な道路整備計画であると考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほど部長の答弁ご

ざいましたけれども、そのこと、今答弁され

たことに対する説得力が私はないというふう

に言っておるんです。 

 北部にインターというのは、先ほども言い

ましたけれども、商業施設があそこに来ると

いう話もございまして、そんなことも含めて

計画が、マスタープランにもそのことが、ア

ウトレットモールが来るということでそのこ

とが組み入れられてきた経過もあるというふ

うに思いますので、もっと北部開発計画のビ

ジョンなんかも含めてきちっと出した上で、

本当に必要なのかどうかも含めて検討すべき

だということを言っているわけです。 

 都市計画マスタープラン、その北部開発計

画も含めて入れるということでございますか

らその中でも議論がされてくると思いますの

で、この質問については今回はこれで終わら
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せていただきたいと思います。 

 ２つ目の質問ですけれども、内灘町の地域

防災計画に原子力防災計画、原子力対策計画

をつくる考えはないかについてお伺いをいた

します。 

 まず、内灘町、大変福島原発事故も受けて、

原子力防災対策計画についてほかの自治体よ

りも進んでいるということで、ヨウ素剤の備

蓄なんかも、早い時期にそのことを態度表明

をしてきたわけですが、見ているとなかなか

その備蓄以後の動きが見えてこない。服用の

準備や服用指示、配布方法や服用指導に関す

る内容、これ金沢医科大学と協力をしながら

進めていくということだったと思うんですが、

現在、その状況についてどのようになってい

るのか、お聞かせをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問、私から答弁いたします。 

 放射性ヨウ素による内部被曝の予防を図る

ため、安定ヨウ素剤を町では本年３月までに

購入し備蓄をいたしております。服用対象者

は一般的に40歳未満とされており、本町では、

丸剤１万3,000人分、粉末剤で1,700人分を庁

舎内に備蓄いたしました。 

 この安定ヨウ素剤の服用に関し金沢医科大

学にご相談をし、大学のほうからは内部被曝

に関すること、服用の際の注意点など専門的

な知識を提供していただけるとのお話をいた

だいております。しかし、実際に服用すると

いうことになりますと、服用の指導について

は金沢医科大学や町内の医療機関の皆様にご

協力をいただくことになります。 

 しかし、いつそういう事態が起きて放射性

物質を含んだプルームが内灘町に影響を与え

ようと、そういうことが想定された場合に町

民の皆様に飲ます指示をする、その服用指示

というものは医科大学ができるわけではあり

ません。また、町も独自でできるわけではあ

りません。基本的には、国が判断をし、県知

事の指示で服用をするということになります

ので、そこが一番大事なことになります。 

 現在、その計画に内灘町は入っておりませ

んので、これまで独自に医科大学とできる協

力関係を話してきました。今後とも、やはり

県の指導に従いながら、服用のそういう指示

も含めたものを考えていかなければならない

というふうに思っております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 今ほどその備蓄と服

用の中身についてお聞きしたんですが、それ

は町民の方なんかもほとんど知らないですよ

ね。そういう意味じゃ、国が服用の指示を出

すとか30キロ圏だったらそのヨウ素剤を置い

て、各ほかの自治体でも防災計画の中に原子

力防災編というのを入れて策定をしておるん

ですけれども、内灘町は残念ながら40キロ圏

ということで、その中でヨウ素剤の備蓄をし

ているということもございまして、なかなか

そのことが計画等に入っていないために不十

分な面がたくさんあるんではないかなという

ふうに思うわけでございます。 

 ちなみに金沢市、これは50キロ圏でござい

ますけれども、金沢市が地域防災計画の中に

原子力防災対策計画というのを入れて策定を

しています。そういう意味では、より志賀原

発に近いこの内灘町、そしてヨウ素剤も備蓄

をしていると。この間の防災訓練でも放射能

の測定なんかも取り入れてやってきている先

進的な自治体ということもあるわけでござい

まして、やっぱり一番大事なのは町民の安

全・安心だというふうに思いますので、そう

いう町民の安全・安心をより強化をしていく

という面について、ぜひとも町の防災計画の

中に原子力防災対策計画、ヨウ素剤のきちっ

とした使われ方なんかも含めて計画の中に盛

り込んでいただきたい、そんなふうに思うわ

けですが、町の考えをお聞かせをお願いをい
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たします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問にお答えいたします。 

 町の防災計画の中に原子力に関するものを

加えるということについてでありますけれど

も、国は昨年、緊急時に防護措置を準備する

区域（ＵＰＺ）を原子力施設からおおむね30

キロを目安とすると定めております。 

 石川県では、このことを踏まえまして、本

年３月、県の防災計画、原子力防災計画編の

見直しが行われ、あわせて志賀原子力発電所

から30キロ圏内の８市町に原子力防災計画の

策定及び見直しを求め、本年４月までに完了

しているということでございます。本町はこ

の県の30キロ圏外ということになりますので

防災計画の中には入っておりません。 

 ただ、金沢市のほうでも、その計画に入っ

ていない区域で金沢市の防災計画の中に原子

力に関することを盛り込んでおります。内容

を見ますと、原子力に関する予防計画あるい

は応急対策計画というものが盛り込まれてお

ります。その中で被曝医療体制なども明記さ

れておりますので、こういったものを参考に

また県と協議をして検討をしてみたいという

ふうに思っております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも内灘町の防

災計画に原子力にかかわる事項について入れ

ていただくよう、金沢でもう入ってますから

これからまた広がっていくと思いますので、

ぜひともお願いをして、私の質問を終わらせ

ていただきます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時30分といたします。 

           午後０時24分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 12番、渡辺旺議員。 

   〔12番 渡辺旺君 登壇〕 

○12番【渡辺旺君】 12番、渡辺でございま

す。 

 平成25年第２回定例会において町政一般質

問の機会を得ましたので、通告に従い一問一

答にて行いますので、答弁に当たります町長

及び関係部課長には具体的に答弁されるよう

お願いをいたします。 

 まず初めに、旧鶴ケ丘東保育所の跡地はど

のようにするのかについてお伺いをいたしま

す。 

 昭和49年に建設された鶴ケ丘東保育所、当

時定員は90人の保育所でありました。それが

去る25年３月26日に、平成24年度をもって閉

所となった鶴ケ丘東保育所で修了式及び閉所

式が行われました。この地で長年にわたり通

所、利用させていただき、楽しい思い出の施

設としてなれ親しんだ卒園者、そして地域住

民も惜別の念が残る思いであります。その間、

子供たちを育ててくださった先生方、本当に

ご苦労さまでございました。 

 平成17年12月に内灘町立保育所民営化検討

委員会が設置され、平成18年11月に保育所民

営化に関する報告書が提出され、この中で総

合民営化の目標年次は2013年（平成25年）と

なっており、この間４カ所、白帄台保育園、

大根布保育園、千鳥台幼稚舎、内灘はまなす

保育園が、保育園及び幼稚舎として民設民営

化として誕生いたしました。そして今ここに

鶴ケ丘東保育所と鶴ケ丘保育所を統合し、民

設民営化により、鶴ケ丘５丁目１の191番地、

鶴が丘保育園としてこの５月31日に誕生いた
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しましたことはご案内のとおりであります。

全部で５カ所になったわけでございます。 

 しかし、新設、移転の際は、民間経営で職

員の制度管理や教育設備等も充実していると

聞いており、施設のさらなる発展を願うもの

であります。 

 そして、移転後の鶴ケ丘東保育所の跡地利

用はどのようになっているのか、お伺いをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 渡辺議員ご質問の旧

鶴ケ丘東保育所跡地の今後についてお答えい

たします。 

 皆様ご承知のとおり、現在、この建物には

生きがいセンターが併設しており、多くの

方々が陶芸を楽しまれております。 

 議員ご指摘の鶴ケ丘東町会からの要望につ

きましては、ことし１月に、子供から高齢者

までの世代間交流を目的とした地域コミュニ

ティの拠点として利用したい旨の要望書が提

出されております。 

 しかしながら、町では今のところ、この旧

鶴ケ丘東保育所施設の今後の取り扱いについ

て検討をしていない状況でございます。 

 本町では、世代間交流や地域コミュニティ

の活動拠点としてご利用いただける地区公民

館が町内全地区にございます。また、町が策

定しました次世代育成支援地域行動計画には、

町立保育所民営化後の既存施設を利用した児

童館的なものの設置を示しております。 

 私は地域コミュニティも大切だと思ってお

りますし、今ある町民の生きがいセンター機

能の充実も必要だと感じております。今後、

地元の要望も踏まえ、議会の皆様にご相談し

ながら今後検討してまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 それでは、１月に出て

いる鶴ケ丘東町会の要望書に沿ってというこ

とでございますので、それについてひとつご

検討をよろしくお願いをいたします。 

 次に、危機管理体制についてお伺いをいた

します。 

 「災害は忘れたころにやってくる」、これ

は誰でもが知っている言葉です。物理学者、

寺田寅彦の言葉に基づくものであり、以前の

災害の記憶が生々しいうちは対策や予防など

に気を配るが、時がたって人々の警戒心が緩

んだころに再び災害が起こる、そういう心の

緩みがあるわけです。 

 過去に、昭和58年５月26日、1983年、日本

海中部地震、秋田県能代市など、マグニチュ

ード7.7、津波の高さ15メーター、死者102人。

平成５年７月12日、1993年、北海道奥尻島地

震、マグニチュード7.8、津波の高さ30.6メー

ター、死者230人。この２つは日本海側なのに

大津波が来ている。これまでの日本海側に津

波は来ないという安全神話は覆されたわけで

ございます。 

 また、それ以外にも、平成19年３月25日、

2007年、能登半島地震、マグニチュード6.9、

死者１名。平成19年７月16日、2007年、新潟

県中越沖地震、マグニチュード6.8、死者10

人。このように、日本海側には大地震、また

大津波が来るものです。これをみんなが忘れ

ている。喉元過ぎれば熱さを忘れるがごとく。 

 このように、今から２カ月前、平成25年４

月４日午前１時58分ごろ、石川県内の全域で

震度４の地震がありましたことは皆さんご承

知のとおりであります。しかも震源地は富山

県との県境に近い津幡町彦太郎畠付近で、震

源の深さは約10キロ、マグニチュードは4.3

と推定され、なお、新聞等では、震度は、津

幡町、かほく市は震度４、内灘町、金沢市、

宝達志水町は震度３となっております。 

 このとき、あの忘れることのできない災害、

３・11災害、平成23年３月11日午後２時46分

に発生した三陸沖を震源とするマグニチュー

ド9.0の大地震、いわゆる東日本大震災であり
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ます。その後は、各町会及び町としても避難

訓練を行っておりますが、この４月４日に発

生した地震について新聞等では、県庁では発

生から10分後に職員が県庁に入り、約30分で

被害の有無を確認した。今回はメール送信か

ら約１時間以内に呼び出しを受けた60人のう

ち52人が県庁に集合した。８人は交通機関が

なく県庁に来れなかった。 

 かほく市では、職員15人が２時10分ごろ集

まり、約１時間半にわたり対応に当たる。ま

た、津幡町でも職員50人が５時ごろまでに対

応を協議したと。 

 そこで、当町、内灘町のそのときの様子、

初動対応はどうだったのか。また、2007年（平

成19年）３月25日午前９時42分、能登半島地

震のときはどうだったのか、わかったらお答

えを願います。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問、私からお答えをいたします。 

 町の地域防災計画では、町内で地震が発生

した場合、初動体制として職員の参集基準が

あらかじめ定められております。震度３のと

きは、総務課と消防本部が参集、災害情報の

収集や警戒配備への準備に当たります。震度

４のときは、総務課、消防本部に加え都市整

備部の職員も警戒配備に当たることになって

おります。 

 ４月４日に発生した地震は、内灘町は震度

３であり、消防本部では当務隊員以外の職員

も参集しております。総務課職員６名、都市

整備部職員４名が登庁し、情報収集と警戒に

当たりました。 

 また、平成19年３月25日に発生した能登半

島沖地震の際、本町は震度４であり、町職員

71名が参集し警戒配備体制をとっております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 震度３では総務課だけ

というのが、今回のやつには総務課と都市整

備部の方が参集したということでございます。

なお、能登半島沖のやつには、震度４であり

ましたので71人が集まったということでござ

います。これからもひとつそういうことに心

を配って初動体制をしっかりとお願いをいた

します。 

 さきに話したとおり、地震の震源地は富山

県との県境に近い津幡町彦太郎畠付近として

いるが、金大、平松准教授によると、今回の

地震は地殻が押されて起きる逆断層型で、七

尾からかほく市まで延びる邑知潟断層帯か、

高岡市から南砺市までの砺波平野断層帯西部

の活動が原因と見られるということなんです。 

 ここに森本から金沢市に延びている森本・

富樫断層が走っている。この間に地震が行っ

たら大変なことになる。それは液状化現象で

あります。 

 私が平成23年６月９日に一般質問をした液

状化現象を調査してみる必要があるのではな

いかという質問に、答弁は、当該地域防災計

画には、内灘町に震度６程度の地震を想定し

た液状化危険地帯の予測結果を掲載してあり、

海岸部や河北潟干拓地及び大野川沿岸部が危

険度が高く、医科大大通りを中心とした橋梁

地帯が比較的危険度が低いとの結果になって

いるとのことであります。これが地域防災計

画に掲載してあるということは、住民の方は

ほとんど知らないのではないか。 

 また、金沢市でも森本・富樫断層による震

度６強の地震を想定した液状化危険度予測図

をつくって配布をするとのことでございます。 

 これもことし、25年３月に出した津波ハザ

ードマップ及び土砂災害ハザードマップのよ

うな、液状化ハザードマップのようなものが

出せないか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問にお答えします。 
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 本町では、平成22年９月に作成しました内

灘町防災マップ、防災に関するさまざまな情

報のほか、洪水ハザードマップ、地震防災マ

ップ、そして今ご指摘の液状化のマップもこ

の中に掲載してございます。これが防災マッ

プで、その中に液状化マップを掲載してござ

います。一応これは当時町内全戸配布をいた

しておりますが、これにつきましては、また

継続的に町民の皆様に啓発をしていくことも

必要だと思っております。 

 また、ちょっと図面が小さいということも

ありますので、もう尐し拡大してわかりやす

いものも今後検討していきたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 今の答弁では、前の液

状化マップというのはこういう小さいやつな

んですわ。こういう小さいやつなんです。こ

れではちょっと住民の方がわからないという

ことで、今おっしゃったような大きいやつを

ひとつ検討してみてください。 

 また、その地震のとき防災行政無線が鳴ら

なかったのは、これは震度３だったから鳴ら

なかったのか。白山市はすぐに防災放送が入

っている。白山市は震度４と言っている。新

聞では白山市は震度３となっているが。しか

し、震度４であろうと震度３であろうと、住

民にすぐ知らせることが防災行政無線の役割

でないか。 

 内灘町防災行政無線局運用細則第３条「放

送事項は、次の各号に掲げるものとする。」

「１ 風雤・強風・大雤・大雪・洪水・雪崩・

火災・地震及び津波その他の非常事態に関す

る事項」、第４条、放送時間にしては１から

３項目まであるんですけれども、３項には「緊

急放送は、災害その他緊急を要する事態が発

生し、又、発生が予測される場合」となって

おります。 

 今後、防災行政無線を鳴らさないのか。ま

た、夜間だったから鳴らさないのか。大地震、

それにつながる液状化に対して今後どのよう

にするのか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまの防災

行政無線の運用についてお答えをいたします。 

 災害情報を町民の皆様にお知らせをする手

段として、防災行政無線を利用しましてお知

らせをしております。 

 これは、危険の度合いによりまして、今後

予測される災害に対し迅速に対応できるよう

に、防災・減災のための情報伝達で気象警報

の発令時にも注意喚起をお伝えいたしており

ます。町では、こうした情報のうち、地震に

おいては、身の安全や火災発生のおそれなど

を総合的に勘案した上で放送することにして

おります。 

 なお、本町では現在、全国瞬時警報システ

ム、通称「Ｊアラート」と申しておりますが、

このＪアラートから防災行政無線への自動起

動装置がございませんので、地震が発生した

ときに自動的に放送される仕組みにはなって

おりません。 

 このため、今後町のほうでは防災行政無線

のデジタル化工事の計画を進めております。

この整備の際にあわせまして、自動起動装置

を整備することによって同時に啓発すること

が可能となります。 

 なお、情報伝達手段としては、防災行政無

線のほかに内灘町メール配信サービス（安

全・安心情報サービス）によって、現在、災

害の情報配信もいたしております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 今、Ｊアラートをやる

ってことは、白山市は、これはＪアラートが

ついているのかつかんのか。白山市は鳴って

すぐ放送されたということなもので、このＪ

アラートがついておるのか。また、内灘町で
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そういうことも考えてみるというふうなこと

がありましたけれども、そのときには大変な

お金がかかると思うんですけれども、それを

ひとつお願いします。 

 白山市のことをちょっとお願いをいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 白山市のほうで

は恐らく自動起動装置が整備されているとい

うことで、Ｊアラートについては全て市町村

に整備されていますが、デジタル化されてお

れば自動起動装置で自動的に放送されるとい

うことになると思います。 

 うちはまだアナログ方式でその整備はされ

ておりませんので、設計を進めて早々に工事

に着手していきたいと考えております。その

中でそういう対応ができるようにしていきた

いと思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 今設計をされていると

いうことなもので、そのときはそれを早急に、

ひとつするようにお願いをいたします。 

 最後に、指定避難箇所についてお尋ねをい

たします。 

 津波ハザードマップを各家庭へ配布されま

したが、そこには一時避難場所、指定避難所

が載っていますが、その場所に行くまでの道

順がわかっていない。道順の看板をかける必

要があるのではないか、お伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 お答えをいたし

ます。 

 現在、町内には、指定避難所が32カ所、一

時避難場所は34カ所、福祉避難所が２カ所、

計68カ所ございます。 

 これら避難所、避難場所について町内全域

にわたって道順を表示するということは、大

変まず内灘町の狭い町の中でたくさんの避難

所があるということで、なかなかその表示と

いうものがかなりの数にもなると思います。

費用面でもかなりの費用になるのかなという

ふうに思います。 

 それで、今現在、町のほうでは、国の補助

も受けまして、主要な避難所に海抜表示板を

設置を計画しております。また、道路や海抜

の低い地点の電柱にも海抜表示板を設置する

計画をしておりますので、その場所において

の避難方向をその表示板の中に設置する方向

で検討をしてみたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 避難所とかそういうも

のはあるんですけれども、今言う道順がわか

らないということなもんで、防災訓練やそう

いうときには、「この看板立っとるけど、ど

こ行けばいいんだ」「鶴ケ丘の１丁目の人は

向粟崎の学校へ行ったほうが近いんじゃない

か」というふうな声もあるもので、今言われ

るそういうような道順描くげったら、そうい

うことをひとつ描いて、それからその後にま

た考えるということについてお願いをいたし

ます。 

 それから、また今から梅雤時でございます

けれども、大変カラカラな天気でございます

が、異常天候がございますもので、どういう

災害が起きるかわかりませんもので、ひとつ

初動対応を的確にやって、今後そういうこと

のないようにひとつよろしくお願いをいたし

ます。 

 以上で終わります。 

○議長【夷藤満君】 ３番、酒本昌博議員。 

   〔３番 酒本昌博君 登壇〕 

○３番【酒本昌博君】 ３番、酒本昌博でご

ざいます。 

 本日は、傍聴の皆様には大変ご苦労さまで

ございます。ありがとうございます。 
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 平成25年第２回定例会におきまして一般質

問の機会をいただきましたので、通告に従い

質問をしたいと思います。 

 私からは、第１といたしまして、役場職員

の定数と採用基準、給与基準についてという

ことでございます。 

 高齢者の雇用確保措置を充実する高年齢者

等の雇用の安定等に関する法律が一部改正さ

れ、平成25年４月１日から施行されています。

これは、尐子・高齢化が急速に進展し、若者、

女性、高齢者、障害者など、働くことができ

る全ての就労促進を図り、社会を支える全員

参加型社会の実現が求められる中、高齢者の

就労促進の一環として、継続雇用制度の対象

となる高齢者につき、事業主が定める基準に

関する規定を削除し、高齢者などの雇用の安

定を図ることを目的とするものだが、町職員

はどのようになるのか。この関係で生じる今

後の新規職員採用募集、また職員を採用する

際の受験資格及び採用基準はどのようになっ

ているのかをお尋ねいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 酒本議員のご質問に

お答えいたします。 

 平成26年４月から、地方公務員における雇

用と年金の接続に関する制度、いわゆる新再

任用制度がスタートいたします。この制度は、

定年退職する職員が再任用を希望した場合、

一部例外規定はございますが、退職日の翌日

から、その職員が年金支給開始年齢に達する

までフルタイム職に再任用しなければならな

いというものでございます。 

 新規採用職員募集につきましては、近年、

欠員補充のみといたしておりましたが、この

再任用制度と退職者が10人を超える年度も今

後ございますので、組織運営の維持等を考慮

に入れ、平準化した募集に努めてまいりたい

と考えております。 

 また、新規職員の受験資格につきましては、

学力では、これまで高等学校卒業以上とし、

保健師、保育士等の専門職の場合には、その

ほか、その免許保有者として募集を行ってお

ります。 

 今年度の募集要項につきましてはまだ決定

をしておりませんが、７月号広報及びホーム

ページでの募集を現在予定をしております。 

 また、職員の採用につきましては、教養試

験のほか、作文、書類選考及び面接試験の結

果に基づき採用決定を行っております。作文

試験では、課題に対する理解度、考え方、論

理構成力等を評価しております。また、面接

試験では、住民の皆様としっかりコミュニケ

ーションのとれる優秀な人材を確保するため、

人柄、意欲、積極性、応答力等の人物評価を

しております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 住民の皆さんとしっ

かりコミュニケーションのとれた優秀な人材

をということであります。 

 以前には尐し偏った採用があったように思

われますが、新町長にあらせましては、町民

に平等な採用ということでよろしくお願いい

たしたいと思います。 

 それでは、次の問いに移ります。 

 先般、新聞で、内灘町のラスパイレスが県

内町村で一番高いと報道があったが、内灘町

の職員給料は全国町村レベルや類似団体と比

べどのような水準となっているのか。また、

どのように考えているのかをお願いいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ご質問にお答え

いたします。 

 さきの３月議会で川口議員にお答えした内

容と重なりますが、国が平成24年度、25年度

の２カ年に限り平均で7.8％の給与を削減し

たため、その削減後の比較で本町が0.2％上回
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ることになりました。このため、今回の議会

にその0.2％職員の給与を引き下げる条例改

正の議案を上程したところであります。しか

しながら、国の削減前との比較では、実際に

は92.5％とラスパイレス指数は大きく下回っ

ております。 

 今ご質問の全国町村平均と類似団体の比較

ではということで比較しますと、町村平均は

95.5、内灘町と人口規模などが近い全国141

の類似団体の平均は96.7であります。町村平

均より３ポイント、類似団体より４ポイント

低い数字であります。 

 これも前の３月議会の答弁と尐し重なりま

すが、職員の給料表は国と同じものを使用し

ており、国の１級から10級にある給料表のう

ち、下の１級から６級、部長級の職になりま

すが、６級までを適用いたしております。近

隣の金沢市は９級、野々市は８級、津幡町、

かほく市は７級を適用いたしております。 

 これまで本町では、行財政改革を進めてき

た中で人件費の抑制を努めてまいりました。

今後、町の財政状況などを踏まえまして、近

隣の自治体とも比較し、給料表の見直しなど

も今後の課題であるというふうに認識してお

ります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 町の財政も厳しいと

は重々承知しておりますが、また町民の納得

のいく給与ということで、標準的基準でしっ

かりとお願いしたいと思います。 

 それでは、次の問いに移りたいと思います。 

 平成25年４月１日現在の職員数は、教育長

を含め184名と聞いているが、各部局の職員定

数はどのようになっているんですか。また、

定数と現職員数との違いをどのように考えて

いますか。お答えをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまの定数

の質問についてお答えをいたします。 

 職員定数につきましては町の職員定数条例

で定めており、さきの３月議会に条例の一部

改正を議決いただきました。 

 現定数は、町長事務部局で140人、議会事務

部局で４人、教育委員会事務部局25人、消防

長事務部局31人、公営企業職員10人、計210

人と定め、このほか、選挙管理委員会、農業

委員会、公平委員会など行政委員会事務部局

は町長部局の職員の定数の内数、監査委員事

務局の職員は議会事務局職員の定数のうちと

定めております。 

 職員定数は職員数の上限を定めているもの

であります。よって、実際の職員数とは違っ

ております。３月議会で実際の職員数が大き

く下回っていたため、職員の定数も削減をい

たしました。 

 今後の職員定数管理としては、先ほど町長

が答えましたように再任用制度がスタートし

ます。それと嘱託職員数あるいは育児休業職

員数も増加しております。そういったことを

見据えて適正な定員管理、定数管理に努めて

まいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 職員定数の削減とい

うことでありますが、削減で住民サービス等

が低下するようなことがないように、職員の

方々の努力といいますか、しっかりした対応

をお願いいたします。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 今日、新聞、テレビなどで、ゆとり教育や

学力低下の話題で論じられて、いじめや体罰

などの学校での教育問題が連日報道されてい

ます。今も昔も、程度の差こそあれ、なくな

っていないようです。自殺に追い込まれる児

童生徒は各地で後を絶たず、悲劇を未然に防

ぐためには何ができるのか。 

 そこで、いじめ問題に関する内灘町の取り

組みの状況はどうなっていますか。お答えを
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お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下恭功教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 お答えします。 

 いじめ対応につきましては、言うまでもな

く未然防止、早期発見、早期対応が何より大

切との認識から、毎月１日を「心の日」と定

め、全児童生徒を対象に友だちアンケートを

実施しているところです。これは、早い段階

でのいじめの発見、加えて不登校の未然防止

にも有効性があると考えております。 

 早期対応につきましては、各学校では、い

じめ対策チームを常設し、校長を初め関係教

職員が組織として対応できる体制を整え、担

任が一人で抱え込み、対応が後手に回らない

ように取り組んでいるところです。教育委員

会といたしましても、各学校との連携を緊密

にし、迅速な対応ができるよう万全を期して

いるところであります。 

 また、教育センターでは、臨床心理士によ

る、児童生徒に限らず保護者との個別面談も

実施するなど相談体制の充実に取り組んでい

るほか、今年度からは県とも連携し学校にス

クールカウンセラーを巡回させるなど、いじ

めは絶対に許さないという強い決意を持って

臨んでいるところであります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 各学校でのいじめ対

策チーム常設と言われましたが、そのチーム

編成はどのようになっているのか、お答えを

お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 チーム編

成のご質問にお答えいたします。 

 内灘町では、いじめ問題を大変重要な課題

と捉え、今ほど申しました対策チームを常設

として組織をしております。 

 チームの構成メンバーですけれど、校長、

教頭の管理職、教務主任、生徒指導、教育相

談担当、養護教諭、特別支援教育担当及び学

年主任となっておりまして、各学校とも10人

を超えるメンバーで対応をしております。 

 的確で迅速な現状把握、情報の共有化、そ

して何よりも早期の対応が大切と考え、きめ

細やかに対策を練っているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 生徒のいじめに対す

る早期発見といじめ対策ということを10人編

成ということでやられるということでござい

ます。いじめというのはなくならない。昔か

らある、結構昔、私たちの学生時分からもあ

る話でありまして、撲滅するというか、そう

いうことにはなかなかなりにくいとは思う。

目に見えないいじめという、最近陰湿という

のがすごくよく報道等にもあらわれています。

その対策のほうをもっともっとしっかりして

いただいて、健全な教育ということでよろし

くお願いいたしたいと思います。 

 それでは、次の質問ですが、教育センター

での生徒、保護者の利用状況はどのようにな

っているか、お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川学校教育課長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 教育セン

ターでの利用状況についてお答えいたします。 

 教育センターでは、職員２名が教育相談員

として常駐しており、生徒や保護者からのさ

まざまな相談に対応し、また各学校とも緊密

に連携を保って、一人一人のお子さんあるい

はご家庭との心のケアに当たっているところ

でございます。 

 また、教育相談では臨床心理士による相談

も行っております。教育センターに来ていた

だいたり、あるいは放課後学校に出向いたり

電話での相談もお受けいたしております。さ
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まざまな相談スタイルを取り入れて対応に当

たっておりますが、過去３年間の相談件数を

申し上げますと、平成22年度が163件、23年度

が98件、昨年度は114件の相談件数となってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 相談状況といいます

か、163件、次が98件、114件と件数的には大

変多いと思いますが、件数もまたばらつきが

あるということは、やはり対応に何か問題が

あるのではないかと思われますので、また善

処のほうをお願いしたいと思います。 

 それでは、４番目の質問ということで、新

教育長のいじめ問題に対する取り組み方と考

え方ということでお願いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 久下教育長。 

   〔教育長 久下恭功君 登壇〕 

○教育長【久下恭功君】 酒本議員のおっし

ゃるように、本当にいじめということについ

て、学校は安心・安全でなければならないし、

子供たちにとって学校は楽しい場所でないと

おかしいという思いでおりますし、何とか撲

滅に向けて努力をしてまいりたいというふう

に思います。 

 それで、先ほどもアンケートのことで、友

だちアンケートを実施しているということを

言いましたけれども、正直に答えてくれる子

供たちにとっては直ちに対応ができるという

ことでありますけれども、これは石川県の場

合じゃないんですけれども、聞くところによ

りますとそういうアンケートには書かないと

いうケースもあるというふうにも聞いており

ます。そのため、教職員にはいじめの兆候を

いち早く感知するというか、弱い電波でもち

ゃんと感知できるような、そういう高い感度

を持てということを校長を通じても話をして

おります。 

 私は、いじめに関して言えば、学校が毅然

とした強い態度で、絶対にいじめは許さない、

そんなひきょうなことをするなということを

常に発信していくということは、私は極めて

重要であるというふうに考えております。 

 加えて、いじめがこれで全てなくなるわけ

じゃないと酒本議員おっしゃったように、起

こった場合に組織としてスピーディに対応し

ていくということが大事であり、これも校長

には、日ごろからそういうことでしっかり早

く、素早く対応してくださいということも話

をしております。実際にそういうケースもあ

りました。 

 私は、学校全体が常に、気配り、目配り、

心配りをすること、それから、今ほども言い

ましたけど、学級活動や学年集会等で機会あ

るごとにいじめは許さないということを発信

していく、そして校長のリーダーシップのも

とでしっかりした組織対応をしていく、これ

らを実働させることで、いじめ問題に着実、

丁寧に取り組んでまいりたいというふうに考

えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 今ほど久下教育長の

ほうから、力強い、子供たちに本当に聞かせ

てあげたいようなお言葉をいただきました。 

 学校で目配り、気配りということでござい

ますので、学校と、また教育委員会等で一丸

となって、ないように、また未然に防ぐよう

な形ができるような体制をとっていただけれ

ば幸いかと思います。今後もまた子供たちの

ために教育長の手腕をしっかり出していただ

ければ幸いと思います。 

 これで私の質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ７番、恩道正博議員。 

   〔７番 恩道正博君 登壇〕 

○７番【恩道正博君】 議席７番、恩道正博

です。 

 平成25年第２回定例会に質問の機会をいた

だきました。通告に従いまして一問一答方式
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で質問を行います。 

 まず最初、１番目ですけれども、副町長人

事について、川口町長にお考えをお伺いした

いと思います。 

 川口町長は、さきの第１回定例会での提案

理由の説明の中で町政運営に関する所信表明

をされております。基本的な５つの考えとし

て、１つ目は「教育・子育て」、２つ目は「定

住促進・開発」、３つ目は「福祉・環境」、

４つ目に「安心・安全」、５つ目には「産業

育成・観光」を掲げられております。これら

の実現のためには、行政全般の徹底的な無駄

の削減、行政機構の見直しでスリム化を図り、

また、町民や議会の理解をいただきながらま

ちづくりを進めたいと述べられております。 

 川口町長が所信表明で述べられましたこれ

ら政策の実現と今後の町政運営を進める上で、

現在不在となっております副町長の人事は大

変に重要なことと思われますが、これまで触

れられておりませんでした。 

 この副町長人事について、川口町長はどの

ように考えておられるのか、お伺いをいたし

ます。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 恩道議員ご質問の副

町長人事についてお答えいたします。 

 私は、町長に就任以来、明るく元気な町の

復活を目指し、スピード感のある「進める町

政」を実現するためには、私と一緒に町政運

営に取り組んでいただける副町長が必要と考

えておりました。 

 今、最終調整のお話をしているところでご

ざいます。今議会会期中には副町長の人事案

件を提出したいと考えておりますので、ぜひ

ともご協力のほどをよろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今ほど川口町長から、

現在副町長は必要であり、今現在最終調整を

しているということで、副町長に関しては、

あくまで町長が指名し、議会の同意を得て選

任されることですから、これは人事案件の提

案を待つことといたしたいと思います。 

 次、２つ目ですが、北部開発について。 

 川口町長は３月の、これも第１回定例会に

おいて、その施政方針の先ほどの「定住促進・

開発」の中で、「北部開発計画ビジョンであ

る北部八策をもとに、地区計画の見直しによ

り定住促進による地域活力を再生する」と述

べられております。 

 また、生田議員の北部開発に関する一般質

問では、町長は「町発展の鍵は北部地区にあ

ると確信している。６月補正に調査費を盛り

込み、早期に開発計画を策定したい」とお答

えされておりました。 

 今６月定例会において、北部地区活性化調

査事業費が計上されております。 

 そこで、川口町長が北部開発の具体策につ

いて、どのような構想、お考えを持たれてい

るのかをお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 ３月定例会において生田議員の一般質問に

お答えしましたとおり、私は、町の活性化や

町の発展の可能性などの鍵は北部地区にある

と確信をいたしております。 

 南部地区におきましては、昭和40年代より

数多くの区画整理事業が行われ、畑地から宅

地へと造成が進み、金沢市のベッドタウンと

して大きく伸展してまいりました。一方、北

部地区では、市街化を抑制する市街化調整区

域として農業を中心とした土地利用となって

いたことから、既成市街地では、尐子・高齢

化、人口減尐傾向となっている状況でござい

ます。 

 私は、南部地区においてはおおむね都市基
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盤整備が整い、人の行き来が行われているこ

とから、今後の町発展の可能性などの鍵は北

部地区にあると申した次第でございます。 

 私の考えております具体策を二、三申し上

げます。 

 土地利用方針では、砂丘地や河北潟干拓地

の農地は、食料生産や自然環境等を今後とも

保全し、農業生産基盤の整備充実等により農

業の振興を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 既存集落におきましては、生活の利便性の

向上や活力を図るための地区計画制度等の導

入等を検討してまいります。 

 道路網計画では、北部地区におけるのと里

山海道とのインターチェンジの整備を行い、

地域の方々の交通の利便性を図るとともに、

広域からの誘客促進を図りたいと考えており

ます。また、広域での交流促進を図る道路と

して、町道幹８号宮坂西荒屋線、一般県道高

松内灘線の拡幅整備を推進するとともに、主

要地方道松任宇ノ気線の歩道整備や消雪装置

の整備を図りたいと考えております。 

 これらの計画を進めていく上には、北部開

発促進協議会の皆様と議論しながら構想案を

まとめ、議会の皆様にご意見をいただきなが

ら北部開発ビジョンを策定し、計画を進め、

町の活性化を図りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今ほど川口町長から

具体策が述べられました。その中身を見ます

と、町長が、いわゆる町長選挙戦における北

部八策ですか、その中に述べられております

八策の中身と一致するということでよろしい

でしょうか。 

 それと、一つお聞きしたいんですが、今ほ

ど今６月の定例会、事業費が計上されており

ます。この北部開発策定のいわゆる計画の完

了というか、策定計画のめどについてお伺い

をしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 ご質問にお答えいた

します。 

 今ほど私、具体案を尐し言いましたけれど

も、その中に尐し除かれているのが、今現在

のほのぼの湯を現在の場所で建てかえるとい

うものも北部八策に入っております。 

 それと、北部地区活性化調査事業につきま

しては今年度中に調査をしたいと、そのよう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 北部八策の個々の政

策については、また次回の機会がありました

ら細かくお伺いをしたいと思います。 

 ２番目ですが、北部開発について２番目の

質問で、今ほど町長は北部八策のその中で総

合公園の整備をうたわれております。各種ス

ポーツ大会の誘致、スポーツ人口の拡大など

が町のにぎわいや健康増進につながり、町の

活力を生む大きな要因になるということです。 

 改めて私が提案したいのは、私が平成21年

第２回定例会の一般質問で恋人の聖地認定を

機会に、全国に向け内灘町を発信するいい機

会であり、その方策として内灘町の自然と歴

史のロケーションを生かし、町、商工会、ボ

ランティアなどを含む町民参加型で放水路両

岸にお花畑公園をつくり、内灘の一大名所と

する計画を提案をいたしました。 

 現在、ＮＰＯうちなだ花づくり協議会が花

畑づくりに汗を流しております。この４月に

は見事にシバザクラが咲き、道の駅から眺め

る風景はすばらしいものでした。 

 そこで、改めて提案をいたします。放水路

両岸のお花畑、放水路にはボートを浮かべて

遊ぶカップル、権現森の散策、すばらしい日

本海の夕日、内灘の自然と歴史のロケーショ

ンを生かしたこれら夢のある計画について、

スポーツ・レクリエーション及び観光ゾーン
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地区として内灘町の名所づくりに取り組む考

えがあるのかをお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 ただいまの

ご質問、私のほうから説明させていただきた

いと思います。 

 内灘町総合公園周辺には、内灘砂丘、権現

森公園、ハマナス・イソスミレの群生地、小

濱神社社址など自然や歴史豊かな環境が点在

し、本町の観光・レクリエーションゾーンを

担うエリアでございます。 

 その中でも多くの人でにぎわっている総合

公園は、現在、野球場、テニスコートなどの

運動施設のほか、大型遊具、バーベキュー施

設などを配置し、町内外から多くの方々が訪

れているほど有名な公園になっていると思い

ます。今後、サッカー場、体育館などの施設

整備が図られれば、より一層、観光・レクリ

エーションゾーンとなることと確信しており

ます。また、公園に隣接しますほのぼの湯に

ついても、あわせて改築計画を進め、にぎわ

い創出に努めてまいりたいと考えております。 

 町といたしましては、今ほどございました

ように、放水路一帯につきまして町固有の資

源である放水路から眺める日本海の夕日や河

北潟、また豊かな自然や歴史遺産を生かしな

がら、北部地区のみならず町全体の核として

活力が生まれるよう整備を図ってまいりたい

と考えております。 

 今後は、ただいま恩道議員からご提案のご

ざいました項目を参考にしながら、総合公園

を中心とした地域全体のにぎわいが創出でき

るよう取り組んでまいりたいと思いますので

よろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 ぜひ、今ほどの答弁

の中でありましたとおり、整備を図りながら

町の活性化、いわゆるスポーツアンド観光ゾ

ーンとして、ひとつ整備を進めていっていた

だきたいと思います。 

 次、３番目です。公民館などの公共施設の

耐震化工事についてお伺いをいたします。 

 災害時の、先ほどありました避難場所でも

あります公民館の耐震診断及び耐震化工事の

進捗状況についてお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 恩道議員ご質問

の公民館の耐震診断及び耐震化工事の進捗状

況についてお答えいたします。 

 公民館の耐震診断及び耐震化工事の進捗状

況につきましては、平成23年度より、昭和56

年以前に建築された10カ所の公民館の耐震診

断を実施し、平成24年度には向粟崎公民館の

耐震化を終えております。また、本年度中に

は全ての耐震診断が完了する予定でございま

す。 

 また、耐震化工事につきましては、先ほど

申し上げましたとおり、平成24年度には向粟

崎公民館の耐震化を完了し、本年度は国の補

正予算による補助事業を活用して鶴ケ丘西公

民館等３施設を予定しております。今後も引

き続き、耐震診断の結果を踏まえ耐震化工事

計画を立て、順次耐震化を図ってまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 診断が終わって、24

年度は向粟崎、本年度は旫ケ丘、鶴西、室と

いうことであります。 

 それで、公民館施設での非構造部材であり

ます天井材、照明器具、内外の壁等について、

これらは耐震調査も含めまして工事に含まれ

ているのかをお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 公民館施設の非

構造部材についてお答えいたします。 

 昨年度実施いたしました耐震診断には、非
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構造部材は含まれておりません。しかしなが

ら、実施設計にあわせて非構造部材の調査を

行い、補強などが必要な箇所は本体工事にあ

わせて改修を行ってまいりたいと考えてござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 今の答弁では、今年

度耐震工事を行う３つの公民館は、今後、非

構造部材も工事に含まれるという解釈でよろ

しいのでしょうか。お答えをお願いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 恩道議員のご質

問にお答えします。 

 先ほど申し上げたとおり、今年度予定して

おります耐震化工事につきましては、実施設

計にあわせまして非構造部材の調査も行いま

して、それらを踏まえた上で本体工事に着手

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 それでは、工事のほ

うはよろしくお願いをいたします。 

 もう１点、３つ目ですけれども、実は地元

のことを言うてなんですけれども、中央公民

館である大根布公民館は、公民館の中でも３

階建ては多分この公民館だけだと思います。 

 そこで、特に大根布公民館、中央公民館で

すけれども、屋上に高架水槽というか、水道

の補給するタンクが据えつけされております。

また、３階であるために、避難設備でもある

非常階段が設置されております。これらの設

備については塩害とか経年による务化で損傷

が激しく、これは軀体の耐震化工事を待って

いる余裕がない、いわゆる施設というか、設

備でもあります。 

 こういうものについては、耐震化を待たず

して先行して早急な改修が必要と思われます

が、町の対応はいかがか、お伺いをいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 今ほどの恩道議

員のご質問にお答えします。 

 議員のご指摘の屋外非常階段及び屋上高架

水槽につきましては、さびによる务化等の状

況を詳しく確認し、緊急性の高いものは速や

かに改修してまいりたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 恩道議員。 

○７番【恩道正博君】 これらの公共施設、

公民館等は避難施設でもありますので、また

ひとつ早急に耐震化工事も含めまして、それ

ら附帯設備も、いわゆる非構造部材も早急に

対応していただきたいと思います。 

 参考に、きのうの北陸中日新聞でしたか、

かほく市では、全ての小中学校にある非構造

部材について補強工事を来春以降本格的に始

めるという記事も載っておりましたので、議

場からではあれですけれども、また学校施設

等におかれましても、ひとつよろしくご配慮

のほうを申し上げまして、私の質問はこれで

終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後２時55分から行います。 

           午後２時43分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後２時55分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 11番、水口裕子議員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 2013年６月議会で、
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一問一答形式で通告に従って質問させていた

だきます。 

 まず、３月議会の続きということで、「町

民は、町長が雲の上の人ではなく、町民目線

で顔の見えるところにいてくださることを望

んでいます。直接対話して住民の声を聞く場

を持つことを今後どのようにされますか」と

いうふうに３月議会でお尋ねいたしましたと

ころ、「タウンミーティングや町長談話室は

しないが、住民の声に耳を傾けていくために、

今後別の方法を考えたい」というふうにお答

えいただきました。 

 ３月にも申しましたが、前町長のやり方が

最良と言っているわけではございません。開

かれた町政実現のために住民の声を聞くだけ

でなく、川口町長がどんなまちづくりを目指

されているか住民に知らせていくチャンスで

もあると思います。独自の方法をつくり出し

ていただいて、何か新しい取り組みがしてい

ただけるかと期待してまいりました。 

 町会区長会との懇談会でも、新聞への町の

記事が減ったという声が出ておりましたけれ

ども、ただイベントの案内がふえることを望

んでいるわけではなく、新しくなった町政が

どう進んでいくのかをみんな知りたがってい

るのだと思うのです。 

 町長の肉声を聞ける場についてそろそろ新

しい方法を決められたかと思いますが、再度

このことについてお尋ね申し上げます。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町長。 

   〔町長 川口克則君 登壇〕 

○町長【川口克則君】 水口議員のご質問に

お答えいたします。 

 ことしの３月定例会における水口議員の一

般質問に対して、「町長談話室や昨年のよう

なタウンミーティングは、私は今開催する考

えはございません。町民の皆様のさまざまな

声を聞くための方法につきましては今後検討

したいと思っております」とお答えいたしま

した。 

 住民の皆様との直接対話については、各自

治体、さまざまなスタイル、名称で行ってお

り、特定の形式で行わなければならないとい

うものではございません。重要なことは、住

民の皆様から地域の課題や町の政策について

ご意見をお聞きして町政に反映することであ

ります。 

 まずは、北部開発、子育て支援等の町が今

直面しております重要な政策、課題について、

町民の皆様からご意見をお聞きするためにテ

ーマを定め、お互いの意見を尊重しながらあ

すの内灘町を考える、そのような町政懇談会

を行いたいと今考えております。また、開催

時期につきましては11月ごろを今考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 町政懇談会をしてい

ただけるということで、それは大変結構なこ

とだと思うんですけれども、それが11月とい

うことを聞きまして、ちょっとその点は非常

に残念だなと思っております。次のインター

の質問でもこのことについては触れたいと思

いますので、この時点では承っておきます。 

 次に、５月の全員協議会で説明を受けた北

部インターについてお伺いします。 

 北部開発の中の一つに位置づけられており

ますけれども、今回、私はこの北部インター

に絞ってお伺いしたいと思います。 

 この資料は総務産業建設常任委員会に提出

されたもので、それによりますと、その中の

文章を抽出しますと、「フルインターを見据

えながら、まず北部地区から金沢方面へのア

クセス可能なインターチェンジを早急に整備

したい。位置については、のと里山海道の無

料化により状況が大きく変化したので、白帄

台中央も含め検討したい」というふうに書い

てありました。そして、その理由として、「の

と里山海道が無料化後は交通量が２倍になっ

たのに比べ、町の幹８号線は４割減った。こ
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れまでの白帄台地区の通過交通は、のと里山

海道に流れていったものと推測される。よっ

て、白帄台地区の地元説明会のときに懸念さ

れていた安全・安心が脅かされるのではない

かということは大きく軽減されたのではない

かと考えられる。さらに、白帄台住人の金沢

方面へのアクセスが向上し、通勤や買い物へ

の時間が短縮されるなどの利点から、定住促

進も図られると思われる」と書かれています。 

 まず、これを読んで、定住促進が図られる

かもしれないというふうな点は納得できる部

分もあるのですけれども、まず里山海道の開

通で白帄台の町道幹８号線通行車両が４割減

ったのを理由に、白帄台の人たちが今までの

意思を翻してインターを白帄台の真ん中につ

けることを納得されるとは私はとても思えな

いのです。交通量が４割減ったということは

白帄台住宅地としては大変喜ばしいことであ

りまして、このまま維持し続けていきたいこ

とであるからです。 

 まちづくりの常識として、安全・安心の生

活道路は通過交通をいかにその住宅地の中か

ら排除するかにかかっているかと言われてい

ます。つまり、生活道路と通過交通道路の分

離こそが、住みよいまちづくりの根本課題と

言えると思うのです。現状の白帄台の権現森

線はほとんど生活道路の状態ですし、これを

通過交通道路へと性格を変え、インターから

の交通量をふやすということは、いわゆる活

性化の代償として安全・安心を犠牲にするこ

とだとも言えます。 

 したがって、道路の性格が変わるようなイ

ンターの設置に当たっては、まず生活者であ

る白帄台住民の声に真摯に耳を傾け、その声

を尊重することが第一義的に必要だというこ

とは、昨年も、そして今も変わってはおりま

せん。 

 前町長のときに開かれた地元説明会でも、

白帄台の方からは、町内会を走る車の量がふ

える中央インターの設置には反対だという意

見が続出し、町会長さんも明確に反対の意思

を表明されておりました。そして、その意思

は今も変わってはいないというふうにお聞き

しております。あのときのあの説明会がなか

ったような形で、今回、また白帄台中央が検

討材料に再浮上していることに私は大変驚い

ております。 

 午前中の清水議員の質問のマスタープラン

におきましても、北部開発をプラスして検討

し素案をつくり、パブコメや住民説明会を開

くというふうにはおっしゃっておりましたけ

れども、町民の安心・安全への責任を、全責

任を負っている町長は、まずは構想の現段階

で白帄台の住民の声を再度聞くべきではない

かと思うわけです。 

 川口町長は、いつ、どのようにして白帄台

住民の声を聞くおつもりでいらっしゃるか。

北部インターに関しましては、川口町長にな

るまでにも大変紆余曲折があったことは私た

ちみんなが知っていることでございます。白

帄台町会はその渦中に置かれていたわけで、

だからこそ、まず白帄台への説明会が必要だ

と私は申し上げたいのです。 

 その説明会で、まず白帄台インター案が再

度復活した理由をしっかり白帄台の方に説明

し、納得をいただけたらその上で調査に入る

のが、これは白帄台の町会に対する当然の礼

儀であり、手順であると思います。 

 先ほど清水議員の質問に対して、マスター

プランに対してパブコメとか説明会とかいう

話がありましたけれども、これはそのマスタ

ープラン以前の問題、パブコメ以前の問題で

ありまして、この白帄台に対して筋を通すと

いう当然のことについて、町長は今いかがお

考えか、お尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの白

帄台住民にまず納得していただいた上で進め

るべきではないかというご質問でございます
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が、現段階では北部地区インターチェンジの

整備位置については決定しているわけではご

ざいません。 

 今６月定例会で補正予算を計上しておりま

す北部地区活性化調査業務の中で、のと里山

海道との連絡道路でありますインターチェン

ジの位置等を決定することとしております。 

 その業務の中で検討した内容について、議

会の皆様と協議したものを町の方針として今

後進めてまいりたいと考えております。その

上で方向が出ましたら、関係町会のほうへお

示しし、理解を求め、整備の最終決定を行い

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 だから、その順番が

違うのではないでしょうかということを申し

上げております。 

 400万円予算がついているのを、調査費がつ

いているのは知っております。それについて、

今の答弁でしたら、まず調査して、そしたら

中央が例えばいいよという答えになったら、

それから白帄台の方に対して中央がこうなり

ましたというふうにして説明をするという、

そういう順番がやっぱり違っているのではな

いですかということを申し上げているんです。 

 まずはこの前、それは町長さんはかわりま

した。でも白帄台の住民はかわってないわけ

です。白帄台の住民の皆さんは、以前の説明

会のときに、やはり中央では嫌だよというこ

とをはっきりと、町会長さんを初め皆さんが

おっしゃっていたわけで、それでは白帄台の

町会のその意見を入れていきましょうという

ふうなことに進んでいたわけですよ。 

 だからここで川口新町長が方針を変えられ

るのは、それはそれで私は構わないと思いま

す。新しくその方針になったわけですから。

でもその前に、前の白帄台で聞いたその説明

会は、ちょっと私の代になりましたら見合わ

せてくださいね、それについてはこうこうこ

ういう理由で見合わさせていただきたいんで

すということを、まずは最初にご説明なさる

のが筋ではないですかと申し上げております。 

 町長、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 前回、総務

産業建設常任委員会で提出しました資料でご

ざいますけど、あのときに書きました「白帄

台地区も含め」という書き方につきましては

……。 

○11番【水口裕子君】 中央も。 

○都市整備部長【長丸一平君】 ええ。中央

も含めて表現しましたのは、白帄台町会に説

明を行った平成24年１月22日のときと、のと

里山海道が無料になったときでは交通の変化

もあったことから、整備位置候補の一つとし

てという資料で、あの資料は提出したもので

ございます。 

 そういったことで、現在、場所については

決定していないということで、その交通量な

りもあわせてまだ特定していないものに説明

に行くというのはいかがかなと思いまして、

町の方針が決定したものを町会に理解を求め

るよう努めたいというふうに考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 あの理由書には、通

行量が４割減ったので、これ以上白帄台に迷

惑をかけることはないだろうというふうなこ

とが書いてありました。 

 ただ、私はそれについて、その４割減った

からますます白帄台地区の方とかは通勤通学

の混雑が緩和されているわけですから、そん

なに大きなインターをつけて金沢への通勤通

学の便を図らなくてもいいんじゃないかとい

うふうな、私は考え方をしております。 

 ちょっと順番が変わりますけれども、そこ

に話が行きましたので、そのことに関しまし

て、白帄台のインターはその４つの案が示さ

れておりまして、資料には内灘料金所と白帄
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台と都市マスタープランに表示されている案

と白帄台住宅の最北端という４つの案が示さ

れておりました。 

 それぞれの案に対してどれだけの負担があ

り、どれだけのメリットがどういうふうにあ

るのかということは、きっとその調査でお聞

きしても、今、調査費がつきまして、その調

査費による調査で出てきますということだと

思いますので、この際この問いは省きますけ

れども。もう答えがわかっておりますので省

きますけれども。 

 だから、町の道路の交通量が４割も減りま

したので、そもそも大きな経費をかけて金沢

への通勤の利便のためのインターは必要ない

のではないかというふうに私は考えますけれ

ども、この考え方についてはいかがお考えで

しょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 これも清水

議員の質問の、北部インターの建設が本当に

町にプラスになるのかという趣旨と似ている

のかなと思います。 

 清水議員にもお答えしたとおり、町といた

しましては、町の魅力発信、活性化を図る上

で北部地区インターチェンジの整備は重要な

ものであると考えております。 

 それから、高規格道路のほうから単に北部

地区へ１本インターチェンジを設けるだけで

人口がふえていくとか、そういったことでは

なく、幹線道路網の接続や各施設へのアクセ

ス状況、そういったことでさまざまな波及効

果により町の活性化等が図られていくものと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ですから、そういう

ふうないろいろなことが、今、活性化が図ら

れるとかいろいろ見込まれることがあるわけ

ですよね。だからそういうふうなことを、ま

ずはその白帄台の方とお話をされたらどうで

すかということを申し上げておりました。 

 ですから、これはまたそう言っても、何か

平行線をたどるようですけれども、いま一度

だけ聞かせていただきます。 

 白帄台の方にまず説明会をして、白帄台の

中央も一つの案として取り上げますよという、

そういうことに対して了承を得るという、そ

ういう思いは今のところ全くないのでしょう

か。もう一度最後にお伺いします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 先ほどと繰

り返しになりますけれども、場所が決定した

わけでないということで、これから調査費の

中でそういったデータを持って、いろいろご

質問にもお答えできる状況で説明に参りたい

と考えております。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 それに関しましては、

いま一度、決定してからでは遅いのだという

ことをもう一度申し上げておきます。決定す

る前にしっかりと説明するように考えるべき

だということを言わせていただきたいと思い

ます。 

 時間がありませんので、次に行きます。 

 ドメスティック・バイオレンスへの対応を

お聞きします。 

 まず、ドメスティック・バイオレンス（Ｄ

Ｖ）は犯罪だということを確認して質問に入

りたいと思います。 

 大阪で若いお母さんと子供が餓死するとい

う大変お気の毒な事件がありました。あの第

一報を聞いて、実際にＤＶであったかどうか

は別にしても、ＤＶではないかと考える人が

世の中にふえればふえるほど、あのような事

件はなくなっていくものです。 

 ＤＶの場合、加害者、多くは伴侶、夫なの

ですが、執着心と所有者意識が強く、あらゆ

る手段で居場所を探して追ってきて、被害者、
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多くの場合は女性ですが、命の危険にさらさ

れています。住所移転届などはもちろん、保

険も使えず、仕事にも行けず、夫への恐怖心

から力を失って、行政や支援団体に相談する

こともためらって、息を殺して暮らしている

人が多いと聞きます。 

 夫は激しい暴力と反省を繰り返し、妻は今

度こそはと期待しては裏切られ、結局、夫の

ＤＶは病気であるというふうに、そして治ら

ないのだと気がついて、家から着の身着のま

ま逃れ、その女性が頼れるところがあるかど

うか。そこで行政の対応能力が問われていく

のだと思います。多くのＤＶ被害者に必要な

のは、相談を受け付け、状況によっては保護

し、かくまってくれるシェルターを持ってい

る被害者相談支援センターがどこにあるかと

いうふうな、そんな知識です。 

 金沢市では、配偶者暴力相談支援センター

が2010年にできて以来、相談がふえ、2012年

は前年よりも124件もふえて481件になったと

いうことです。この金沢市の例は、いかに身

近に相談できるところが求められているかと

いうことが示す例でございます。 

 そこで、お尋ねします。まず、内灘町でＤ

Ｖの把握状況はどのようになっておりますか、

お伺いします。 

○議長【夷藤満君】 大徳茂町民福祉部担当

部長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 町で件

数の把握をしているかというご質問ですけれ

ども、どの自治体においても夫婦間や男女間

などＤＶ問題についてはさまざまなケースが

考えられると思います。役場相談窓口や保健

センター、子育て支援センターでの相談を受

ける際、どの相談においても状況を把握しま

して対応をしております。 

 ＤＶについては、デリケートなもので個人

情報もかかわることでありますので、把握し

ている件数については若干ということで、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 個人情報が非常に大

事だということはよくわかっておりますが、

どこでも、金沢でも何件というふうに出てお

るわけで、どこのあれを見ましても何件とい

う件数は出ております。それはどうなんでし

ょうね。その件数はよほど尐なくて出せない

わけでしょうか。それを出すと特定されると

いうくらいの数なんですか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 確かに

件数はわかるんですけれども、実際にそれが

本当にＤＶなのか、それに関するものなのか

はちょっとあれなんですけれども、うちのほ

うで把握している件数についてはほんの何件

という件数なので、それが、じゃこの家であ

るのかということを、例えば１件だとしたら

この家じゃないかとか、そういう感じになり

ますので、その点で控えさせていただきたい

と申しました。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 では、特定できるほ

どの尐数だというふうに考えてよろしいわけ

ですね。 

 では次に、内灘町の支援体制はどういうふ

うになっておりますか、お聞かせいただきた

いと思います。 

 その支援体制の一つとして、健康情報発信

サイト「うちＬｉｃｏ」というものもありま

して、虐待、ＤＶ相談のページがあります。

電話番号を載せるだけではなく、やっぱりど

うしたらいいのかと、相談をかけていいのか

どうか迷う人が多いわけで、ためらう被害者

の背中をそっと押してあげられるような、た

だただ電話番号があるだけじゃなくて、もう

尐し温かみのあるようなページにとお願いし
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たいと思いますけれども、支援体制について

お伺いします。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 先ほど

もお話しいたしましたけれども、まず役場の

ほうでは、なんでも相談というのがあります。

それに毎月、働く女性の家のほうで人権相談

というのもあります。そのほかに月一遍の無

料相談、それに役場のほうでも、ことしから

始めたんですけれども、行政相談というもの

があります。そういうところでこういうこと

があるということで相手の方が、被害者の方

が役場のほうにお見えになったら、そういう

形で、こういう方面もあるよ、こういう方面

もあるよということでお知らせをしておりま

す。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 答弁になっていないと

思うげんけど。 

 大徳町民福祉部担当部長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今、議

員さんも、先般話ししたときに「うちＬｉｃ

ｏ」の連絡の一部の、ご指摘のような組織の

変更等に伴う更新漏れがあったということで

この間お話をされてきたと思うんですけれど

も、その件ではないでしょうか。もう一度お

願いしたいんですけれども。 

○11番【水口裕子君】 そんなこと一言も言

ってません。 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 済いま

せんでした。もう一度お願いをしたいんです

けれども。 

○議長【夷藤満君】 水口議員、お願いいた

します。 

○11番【水口裕子君】 その分は抜いといて

くださいね。 

 内灘町のＤＶに対する支援体制はどのよう

になっていますか。そしてその支援体制の一

つとして、「うちＬｉｃｏ」に虐待、ＤＶ相

談のページがあります。電話番号が載ってい

るだけでなくて、本当に相談に行こうかどう

しようかとためらっているような被害者の背

中をそっと押してあげて、勇気が出るような、

ただ事務的なページでなくて思いやりがある

ような、そんなページにしてくださいねとい

うことを一つの例として挙げたわけで、それ

も支援の一つの例ですけれども、そのほかに

もどんな支援体制を内灘町は持っていますか

ということをお聞きしております。 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 済いま

せんでした。 

 ＤＶ問題というのはなかなか難しい問題で

ありまして、こちらのほうからその方に会え

ば済むとか、全然関係ないのにアドバイスを

するとか、そういうことはありません。 

 ただ、うちで、私どもでできるということ

になれば啓発事業というか、啓発をしていく

ということしかできないと思います。それで、

その中で先ほど申しましたとおり、こういう

広報等でこういう相談できるところがありま

すよということで、先ほども申し上げた次第

であります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 いま一つよくわから

ないんですけれども、啓発しかできないとい

うふうな言い方をされましたのは非常に心外

ですし、また啓発をしていくのは、これは３

階とか生涯学習課のほうで啓発なんかもして

いかれることであって、１階の町民部のほう

では、やはり窓口としてアドバイスをしたり、

それから本当に事務手続の対応をしたりと、

そういったことが大切な業務だと思うんです

けれども、その点はいかがなんですか。 

 啓発していくしかないという、そういう答

弁で町はよろしいんですか。 

○議長【夷藤満君】 支援策について言うと
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るんやろう、いろいろ。 

 大徳町民福祉部担当部長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今ほど

啓発ということで申し上げたんですけれども、

啓発のほかに、こちらのほうで支援体制をつ

くるということはすごく大切なことだと思い

ます。 

 その中で、例えばたくさんの民生委員の方

がおいでます。その方の研修とか講演とか、

そしてまた町職員のそれに携わる研修とか、

そういうことを強化しながら資質の向上を図

っていくことが、町としては大事なのかなと

いうような気がします。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 次に、相談に当たる

方、民生委員さんとか福祉の窓口の方の教育

はどのようになっておりますかということも

お聞きすることになっておりましたけれども、

先にお答えになったわけですけれども。 

 今、窓口のほう、ちょっとお答えあやふや

で尐し心配な部分がありますので、しっかり

とした対応ができますように、また町として

の取り組みを強化していただきますようにお

願いしておきます。 

 教育について、学ぶ機会を持っているとい

うふうにお答えいただいたと思います。その

学ぶ機会をしっかりとふやしていっていただ

きたいと思います。 

 ６月の広報には、あねざきしょうこさんが

デートＤＶについてお話しになったというこ

とが紹介されておりました。ですが、このご

ろは高齢者のＤＶとか被災地でのＤＶとか、

そういったことが大変増加をしているという

ふうに言われております。女性の４人に１人

が経験しているというふうな内閣の調査もあ

りまして、夫が妻を殺す事件は年間100件以上

起きていると言います。 

 これはますます本当に啓発と対応が大変大

切になってきていると思いますし、先ほど１

件か２件、本当に非常に尐ない件数だという

ふうに言われたのは、これはちょっと正直言

って、世の中であることが内灘町にはないと

いうことは絶対にないわけで、これがこんな

尐数であれば本当に私としてはありがたいこ

とですけれども、もっとしっかりした件数の

把握とか状況の把握をしていただくように申

しておきます。このままではやっぱりちょっ

と大変残念な答弁だと思っております。 

 最後に、今までＤＶ被害の方は生活保護を

受給できましたけれども、今般、生活保護法

が改正されますと、親族に扶養できるかどう

かを問い合わせることになりまして、そこか

ら居場所を突きとめられかねないというふう

なおそれが出てくるというふうになります。 

 町は、個々の事情に応じて安全に、生活保

護の場合だけではありませんけれども、この

ように避難してきた方、逃げてきた方に対し

て二次被害が起こったり、それからまた夫の

ほうに居場所が知られたりするのではないか

という、そういうふうなおそれが出ないよう

な、そういった対応をきちっと周知していた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 大徳町民福祉部担当部

長。 

  〔町民福祉部担当部長 大徳茂君 登壇〕 

○町民福祉部担当部長【大徳茂君】 今の生

活保護法なんですけれども、生活保護法の改

正で生活保護者の認定には、今現在、石川県

の中央福祉センターがやっております。ただ、

相談に来るのは町のほうにも相談に来ます。 

 扶養義務者の調査には、資産の調査をした

りそういうことがあるんですけれども、その

中で扶養義務者への義務づけも必要になって

います。 

 ただ、被害者の生命や財産を脅かすような

ことが起こり得る場合は、そこまでの認定調

査をしないということを県のほうから聞いて

おります。 
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 また、町のほうに相談に来られれば、そう

いう方法というか、県のほうにこういうふう

に伝えるよということで、町も一緒になって

していきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 金沢市では、女性相

談支援室が人権女性政策推進課へ移行して、

女性室長は課長へと昇進し、取り組みがどん

どん進んでいる結果、四百数十件の相談件数

が寄せられております。１件２件だからとい

って本当は喜んでられない。これは取り組み

がおくれているから、そういった数尐ない件

数しか来ていないのだというふうに、かぶと

を締めてしっかりと取り組んでいただきたい

とお願いして、この項は終わります。 

 次です。きのうの新聞は、志賀原発が事故

を起こしたときに孤立をするおそれがある原

発以北の住民を避難させるに当たって、石川

県が県の漁協や旅客の船の協会と応援協定を

結ぶことになったというふうに報じておりま

した。実際にどれだけの輸送ができるのか。

福島のことを考えれば、誰もが、あのような

状況でどこから小舟がやってきて助けてくれ

るのかと疑問に思いながらも、とりあえず防

災計画に組み入れられた30キロ圏内の地域で

は、その防災の形がとりあえずは整ってきて

いるわけです。 

 では、内灘町はどうなりますか。これは清

水議員もおっしゃっておりましたけれども、

原子力規制委員会が、昨年12月12日に「地域

防災計画作成等にあたって考慮すべき事項」

ということについてです。 

 ＰＡＺ圏内に避難指示が出された際には─

─本当にわずかの５キロ圏内ですね──その

圏内の人たちに避難指示が出されたときは、

ＵＰＺ、一応おおむね30キロと言われており

ます。このＵＰＺを含む市町村は、避難を開

始して避難経路の交通渋滞を招くことを避け

なさいというふうに通達が出ているわけです。

そしてＰＡＺ圏内の住民が円滑に避難できる

ように配慮しなさいと。ＵＰＺ、30キロ圏内

の住民に対しては、これに対して理解してお

いてくださいよという、そういう通達が出た

そうです。 

 これでは、30キロのＵＰＺに組み入れられ

たら、本当に原発近隣の地区の人たちが逃げ

るのをまずは見て、見守って、それが済んで

からでないと自分たちは避難できないことに

なるわけで、このＵＰＺ圏内に内灘町は含ま

れているのでしょうか、含まれていないので

しょうか、まずはお聞きします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問にお答えします。 

 ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する区域）

は、原子力施設からおおむね30キロを目安と

するとされており、内灘町はＵＰＺの範囲に

は入っておりません。よろしいでしょうか。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 このＵＰＺがおおむ

ね30キロというふうな点に関して内灘町はど

ういうふうに考えるのかということは、ずっ

とここ３・11以降、２年間にわたって取り上

げさせていただきました。川口町長も職員さ

んとしてこの私の質問を２年間、また言って

るかと思われたかもしれませんけれども、ず

っと聞いてきていただいたと思います。 

 とにかく今までは、職員さんが県へ行って、

ＵＰＺに内灘町もまぜてくれと、内灘町もＵ

ＰＺに入れてほしいよということを一生懸命

言ってきてくださったわけです。これは私は

本当に、県に嫌がられながらも何をしながら

も。でも職員の皆さんが町民の命を守るため

に一生懸命発言を県へ行ってしてくださって

いる姿がテレビなどでも映っておりまして、

私は本当にありがたいことだなというふうに
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感謝しておりました。それが30キロ圏内で、

ＵＰＺ、もうこれでおしまいですというふう

に答弁しなければならない職員さんも本当に

お気の毒だなと思いながら質問するんですけ

れども。 

 でも、今申し上げました新しいその12月12

日の通達によりまして、ＵＰＺに含まれてい

たら私たちは逃げられないということがわか

ったわけです。だからＵＰＺに入っていない

ほうが、もしかしたらよかったのかもしれな

いというふうに今私は思っております。 

 幸いにもそういうふうなことがわかりまし

たから、午前中の清水議員の質問にもありま

したけれども、そのＵＰＺとは全く別の考え

方に立ちまして、内灘町をどうして守ってい

けばいいのかということを提案させていただ

きたいと思います。 

 これは、福島原発事故以来広く知られるよ

うになったＳＰＥＥＤＩというのがございま

す。このＳＰＥＥＤＩには、原発ごとに気象

データや地形の条件が入っていまして、福島

事故規模の放射能の放出量などを入力すれば、

原発に近い自治体の事故時の影響範囲や程度

や被害の事前想定ができるということです。

そしてもう一つ、自治体の原発事故時の自治

体独自の避難の計画立案、策定のための重要

な基礎情報などが得られるというふうにも聞

いております。 

 ですから、私がここで提案したいのは、Ｓ

ＰＥＥＤＩでどのような天候や風向のときに

どのように放射能が降ってくるのか、あらか

じめ予想できるわけですから、そこでいろん

な場合を想定してもらって、30キロ、40キロ、

50キロ、そういった距離にはとらわれること

なく、避難方法をそのＳＰＥＥＤＩのいろん

な条件に応じて考えておけばどうかというこ

とを申し上げたいわけです。 

 町長は、この県とか国の方針を待ってとい

うふうに３月議会でおっしゃいましたけれど

も、その県や国の指示を待っていたら、もう

住民は守れないことは今や一目瞭然ではない

かと思うわけです。 

 町長は、町民の命を守ることを第一にして

いただいて、国や県の指示や許可を待たずに、

ＳＰＥＥＤＩにこの条件を、いろいろなシミ

ュレーションをしていただいて、それに基づ

く防災計画の策定をしたらどうかということ

を提案させていただきたいわけです。どのよ

うにこのことについてお考えになりますか。

お聞かせいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問にお答えします。 

 このＳＰＥＥＤＩを活用していろんなシミ

ュレーションができないかということであり

ますけど、事前に県のほうに問い合わせもい

たしました。「このＳＰＥＥＤＩは広域的に

活用するシステムで、市町単位でシミュレー

ションするものではない。風向きや天候等で

どの範囲まで拡散するかを予測するもので、

個別の内灘町へはどんな条件なら被害がある

かを測定するシステムではありません」とい

う返答をいただいております。 

 それで今、この30キロのＵＰＺの範囲には

入っておりませんが、国では、その外のＰＰ

Ａというプルームが通過時、その被曝を避け

るための防護措置を実施する区域も検討を今

されております。まだ検討が継続している最

中でありますので、国としても30キロの範囲

だけが被害を受けると限定しているわけでは

ないと。そこから福島の例でそういう影響が

あったこともあるということも過去検討の中

に書かれておりますので、そういったことも

踏まえて、国の今後の動向、それによって県

の計画の区域も変わってくると思いますので、

それらをしっかり見据えていきたいというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 
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○11番【水口裕子君】 国のほうのＳＰＥＥ

ＤＩに関しましては、やはりその30キロ圏内

の自治体ならばシミュレーションしてあげる

よというふうな、そういうこともあるやに聞

いておりますけれども、残念ながら内灘町は

30キロ圏外ですので、その対象外かなとは思

います。 

 ただし、環境総合研究所というのが──こ

れは株式会社ですけれども──ございまして、

各原発のシミュレーションをいたしておりま

す。そこに、株式会社ですから費用を払う必

要がございますけれども、それに関しては、

私は正直、ちょっと幾らかかるのかまでは調

べておりませんけれども、そこに依頼すれば

ＳＰＥＥＤＩと同じ状況、条件でシミュレー

ションしていただけるということでございま

すので、一度そちらのほうの――環境総合研

究所といいます――そこのホームページを開

きますと、福島のシミュレーションのときと

同じようにしてシミュレーションが載ってお

ります。志賀原発のシミュレーションもあり

ますけれども、それは、ある北向きの風のと

きだったかな、のときのシミュレーションだ

け載っておりまして、その反対の風の、内灘

町にプルームが来るという、そういうシミュ

レーションは載っておりません。 

 ただし、内灘町がこの町に応じたシミュレ

ーションをしてくれと言えばしてくれると思

いますので、ぜひともそこのところを検討し

ていただけないかということを最後にお伺い

いたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 今、民間のほう

ですか、研究所のほうでもそういったことが

できるのではないかというご質問でしたけど、

じゃ、それを受けて、内灘町でそれに基づい

たどういう避難計画ができるかとかいうこと

を立てるのは極めて難しいと思います。 

 内灘町にはそういう専門家もいないわけで

すけれども、やはり国が総力を挙げて原子力

規制委員会で、専門家集団でいろんな議論を

して計画を慎重につくっているところです。

そういう中でＵＰＺ外の区域についても今検

討しているわけですから、その国の、やはり

動向を見て、県の計画に合わせたことを町と

しては進めていかなければならないと思いま

す。 

 今、町としてできることは、例えば金沢市

のほうでも先に計画をつくりました。それを

見ても避難計画はございません。避難計画す

る場合は受け入れ先が必要ですし、広域的な

全体の計画の中でやっぱりするべきだという

ふうに思います。 

 それで、金沢市のほうも、ヨウ素剤の対応

とか、すぐに屋内退避をする、そういった計

画は盛り込まれておりますので、町としてで

きることは計画を進めればいいと思いますが、

避難計画についてはやはり難しいというふう

に認識します。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 済いません。最後に、

じゃ、一言言わせていただいて。 

 避難計画だけでなく、避難計画を含む防災

計画でありますから、避難計画だけでありま

せんので。 

 このＳＰＥＥＤＩについてシミュレーショ

ンをお願いしましたら、先ほども言いました

ように、影響範囲や程度、被害の事前想定が

できます。それから避難計画の立案や、それ

から防災のための基礎情報なども一緒に得ら

れるというふうになっておりますので、ぜひ

ともまた調べていただいて、すぐには方針、

ここですぐに方向転換してくださいというこ

とは無理かと思いますけれども、一度調べて

いただくようにお願いして、終わります。 

○議長【夷藤満君】 これにて一般質問を終

了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。あす14日から19日まで

の６日間は、議案調査及び議案委員会審査の

ため休会といたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、あす14日から19日までの６日間は休

会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る20日は午後１時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後３時46分散会 


